
しんしろ・知ろう・あらかると「まちの話題」
お知らせ
保健センターお知らせ
エコとぴっくす
犬の登録と狂犬病予防集合注射
納税などのお知らせ
こんにちは赤ちゃん・各種相談
4月の夜間緊急医
ぐんぐんのびろ!　つくしんぼう

特集

http://www.city.shinshiro.lg.jp
E-mail  info@city.shinshiro.lg.jp

［市民病院再建への動き］［世界新城サミット］［地域審議会］

平成17年新城さくらまつり写真コンテスト入賞作品

「さくらの木の下で楽しい一日」長谷節子さん（中市場）の作品

平成17年新城さくらまつり写真コンテスト入賞作品

「さくらの木の下で楽しい一日」長谷節子さん（中市場）の作品
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今月の人口
平成18年3月1日現在（前月比）

総人口……52,629人（－76）

男…………25,771人（－48）

女…………26,858人（－28）

世帯数…16,177世帯（　－3）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

アイデア教室【は】

保育園・幼稚園入園式

春の交通安全運動
（～15日）小学校入学式

世界保健デー中学校入学式

発明の日

みどりの日

みどりの週間
（～29日）

アイデア教室【は】

体育室親子無料開放（午後）【青】

郷土研究会講演会【体】

春季市民体育大会開会式（桜淵いこいの広場）
自然を楽しく学ぶ学習会（桜淵公園）

【文】文化会館・【青】青年の家・【体】市民体育館・【西】西部公民館・【資】歴史資料館

【は】はつらつセンター・【観】観来館

※絵本の読み聞かせは4月から時間を変更します。　毎週土曜日　午後１時～１時30分

未成年者飲酒防止
強化月間（～30日）

※絵本の読み聞かせ【文】（図）

ちぎり絵作品展【観】（～30日）

薬師如来春季大祭【庭野・薬師堂】

固定資産課税台帳縦覧（～5月31日）

※絵本の読み聞かせ【文】（図）

※絵本の読み聞かせ【文】（図）

第50回市民リサイクル・フリーマーケット
【文】（はなのき広場）

※絵本の読み聞かせ【文】（図）

開館10周年記念行事【資】

※絵本の読み聞かせ【文】（図）

〔新城地区〕新城駅前の桜（期間中はライトアップ）

桜のスポットを紹介します

〔作手地区〕亀山城址の桜

〔鳳来地区〕長篠城址史跡保存館前の桜
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ま
つ
り
期
間
：
3
月
17
日
（金）
〜
4
月
16
日
（日）

イ
ベ
ン
ト
案
内

�
3
月
25
日

（土）
〜
4
月
5
日

（水）

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
物
産
展
、
手
作
り
品
即
売
会
…
…
…
…
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
　
　
　
　
木
か
げ
プ
ラ
ザ
周
辺

�
3
月
25
日

（土）
　

愛
・
地
球
博
「
県
民
の
集
い
」
連
携
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
よ
さ
こ
い
お
ど
り
（
N
E
W
）

…
…
　午
後
1
時
　
　
よ
さ
こ
い
広
場
（
木
か
げ
プ
ラ
ザ
東
側
）

�
3
月
26
日

（日）
　

新
城
吹
奏
楽
団
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
…
午
前
11
時
・
午
後
1
時
30
分
　
　
　
木
か
げ
プ
ラ
ザ
付
近

�
4
月
1
日

（土）
　

大
正
琴
の
し
ら
べ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
　
　
　
　
　
無
料
休
憩
所

　
　
　
　
　
　
　
　
面
白
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
大
道
芸
）
…
…
…
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
　
　
　
　
公
園
内

�
4
月
2
日

（日）
　

素
人
の
ど
自
慢
大
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
午
前
11
時
30
分
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
休
憩
所

　
　
　
　
　
　
　
　お
茶
会
と
琴
の
し
ら
べ
…
…
…
…
…
…
…
…
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
　
　
　
　
　
　釜
屋
建
民
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　面
白
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
大
道
芸
）
…
…
…
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
　
　
　
　
公
園
内

協
賛
事
業

◇
八
楽
書
道
会
書
道
展

　
3
月
27
日

（月）
〜
4
月
9
日

（日）
　

　
　
　
　
　
　
　
ユ
ニ
ー
展
示
会
場

◇
薬
師
如
来
春
季
大
祭

　
4
月
2
日

（日）
　
庭
野
薬
師
堂

◇
健
康
音
楽
体
操

　
4
月
4
日

（火）
　
桜
淵
公
園

◇
仏
教
会
花
ま
つ
り

　
4
月
8
日

（土）
　
豊
島
・
法
性
寺

公
園
内
交
通
規
制
の
ご
案
内

3
月
25
・
26
日
　

4
月
1
・
2
・
8
・
9
日
の
土
・
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

た
だ
し
﹇
D
F
間
﹈
は
4
月
1
・
2
日
の
み

◆
一
方
通
行
・
車
両
進
入
禁
止

　
東
新
町
桜
淵
線
（
一
部
）
﹇
Ａ
Ｃ
間
﹈

　
札
木
滝
ノ
上
１
号
線
（
全
線
）﹇
B
Ｃ
間
﹈

◆
車
両
通
行
止
め

　
東
新
町
桜
淵
線
（
一
部
）
﹇
Ｃ
D
間
﹈

　
井
道
桜
淵
公
園
線
（
一
部
）
﹇
D
E
間
﹈

　
八
名
井
田
東
植
田
線
（
一
部
）
﹇
G
H
間
﹈

　
東
新
町
桜
淵
線
（
一
部
）
﹇
D
F
間
﹈

※
地
域
内
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

　
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

　
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

桜淵公園

や

く

し

に
ょ
ら
い

ほ
っ
し
ょ
う
じ
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こ
れ
ま
で

　
市
民
病
院
の
経
営
問
題
と
医
師
確
保
に

つ
い
て
の
現
況
は
、
緊
急
最
大
の
課
題
と

し
て
、
現
職
に
着
任
す
る
以
前
か
ら
受
け

止
め
て
い
ま
し
た
。
折
し
も
、
国
の
度
重

な
る
医
療
制
度
改
革
で
経
営
は
揺
ぎ
、
臨

床
研
修
医
制
度
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
る
今
、
目
の
前

の
課
題
を
ど
う
打
開
し
て
い
く
か
、
何
を

優
先
す
べ
き
か
を
常
に
考
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
私
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
北
設
楽
郡
な

ど
か
ら
市
民
病
院
に
通
う
皆
さ
ん
が
、
安

心
し
て
受
診
で
き
る
医
療
拠
点
で
あ
る
こ

と
に
努
め
な
け
れ
ば
、
奥
三
河
の
基
幹
病

院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
市
民
病
院
開

設
者
は
市
長
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
堅
持

し
、
昨
年
の
就
任
以
後
、
院
長
・
看
護
部

長
・
事
務
部
長
な
ど
の
病
院
当
局
や
新
城

医
師
会
の
先
生
方
、
大
学
医
局
の
先
生
方

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
市
民
病
院
の

再
建
と
３
月
で
退
任
す
る
院
長
の
後
任
の

人
事
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
予
算
と
人
事
は
「
行
政
」
が
掌
握
し
、

運
営
は
、
「
院
長
」
と
い
う
公
立
病
院
特

有
の
機
構
が
、
病
院
の
運
営
を
阻
害
し
、

責
任
の
所
在
を
不
明
確
な
も
の
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
平
均
的
な
経
営
で
は
、
状
況
が
激

変
す
る
今
の
世
の
中
、
医
療
そ
の
も
の
の

あ
り
方
も
変
化
し
、
医
師
確
保
や
病
院
経

営
も
深
刻
な
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
再
建
に
向
け
て
、
大

き
く
３
点
の
方
向
を
出
し
ま
し
た
。

１
　
人
事

　
４
月
以
降
の
新
院
長
に
、
現
在
浜
松
市

引
佐
町
引
佐
赤
十
字
病
院
院
長
の
綿
引
洋

一
氏
（
浜
松
医
科
大
学
卒
　
外
科
医
）
が

就
任
し
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
経
営
の
再
建
に
、
医
療
法

人
偕
行
会
（
名
古
屋
市
）
専
務
理
事
の
岡

田
斉
氏
を
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
事
務
管

理
監
（
任
期
１
年
）
に
登
用
し
ま
す
。
岡

田
氏
は
、
３
月
１
日
付
け
で
事
務
参
与
と

し
て
１
カ
月
間
現
状
を
掌
握
し
ま
す
。

　
４
月
以
降
は
事
務
部
長
を
廃
止
し
、
新

設
さ
れ
る
事
務
管
理
監
と
し
て
市
民
の
期

待
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
国
な
ど
の
医
療

政
策
の
変
化
に
対
応
す
る
事
を
目
指
し
、

病
院
の
経
営
を
改
革
し
て
い
き
ま
す
。

事務管理監

岡田　斉　氏

院　長

綿引 洋一　氏

　
穂
積
亮
次
市
長
の
講
話
が
、
２
月
９
日

（木）
、
市
民
病
院
の
職
員
を
対
象
に
開
か
れ
、

今
後
の
再
建
に
向
け
た
取
り
組
み
を
述
べ

ま
し
た
。
市
長
講
話
の
要
旨
と
そ
の
後
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「奥三河の拠点病院とし
て、なくてはならない病
院です。全力を傾注する
決意です」

「至誠一貫・堅忍力行を
モットーに、微力ではあ
りますが一外科医として
も、新城市の医療に尽力
したいと思います」

こ
れ
か
ら

穂積市長講話（2月9日）

　
今
、
皆
さ
ん
の
最
大
の
関
心
事
で
あ

り
、心
配
事
で
も
あ
る
「
あ
の
」
話
、「
こ

の
」
話
を
「
3
話
」
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
そ
の
1
「
市
民
病
院
再
建

へ
の
動
き
」
、
そ
の
2
「
世
界
新
城
サ
ミ

ッ
ト
」
、そ
の
3
「
地
域
審
議
会
」
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
流
動
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
現
状
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
2
月
28
日
現
在
）

た

び

か

さ

おか　だ　　　ひとし わたびき よういち

しせいいっかん　　けんにんりっこう
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市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
改
革
委
員

会
」
を
設
置
し
、
第
１
回
２
月
21
日

（火）
、

第
２
回
３
月
１
日

（水）
、
最
終
回
３
月
20

日
（月）
の
全
３
回
で
再
建
へ
の
結
論
を
ま
と

め
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
総
務
省
の
公
益

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
準
用
し
、
専
門
家

や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
員
に
招
き
、
幅
広

く
意
見
交
換
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
市
民

病
院
の
方
向
性
を
探
り
ま
す
。

　
こ
の
会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
、
第
１
回

会
議
で
は
、
住
民
に
実
情
の
理
解
を
得
る

必
要
性
、
近
隣
病
院
と
の
連
携
、
事
務
局

内
部
の
改
革
、
診
療
科
の
特
化
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

改
革
委
員
会
委
員
（
順
不
同
）

　
長
　
　
　
隆
　氏

　
　
総
務
省
地
方
公
営
企
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
稲
垣
　
春
夫
　氏

　
　
ト
ヨ
タ
記
念
病
院

病
院
長

　
郡
　
健
二
郎
　氏

　
　
名
古
屋
市
立
大
学

医
学
部
長

　
小
林
　
淳
剛
　氏

　
　
豊
橋
市
民
病
院

病
院
長

　
中
村
　
　
達
　氏

　
　
浜
松
医
科
大
学
医
学
部
付
属
病
院

病
院
長

　
林
　
　
正
司
　
新
城
市
助
役

厳しい意見が飛び交う第１回改革委員会

2
　
改
革
委
員
会
の
設
置

3
　
市
民
病
院
再
建
支
援
　

　
　
委
員
会
の
設
置

　
近
年
の
医
療
事
情
の
変
化
か
ら
、
当
院

の
医
師
不
足
は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
４
月
に
は
32
人
の
常
勤
医
師

が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
４

月
か
ら
は
24
人
（
う
ち
歯
科
医
師
３
人
）

に
な
り
ま
す
。

　
一
時
休
診
に
な
る
科
や
診
療
体
制
を
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
医
師
確
保
は
今
後
も
引
き
続
き
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
４
月
か
ら
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
、

現
時
点
（
２
月
28
日
現
在
）
の
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

内
　
　
科

　
初
診
の
外
来
は
で
き
ま
せ
ん
。
ほ
か
の

医
療
機
関
か
ら
紹
介
を
受
け
た
患
者
さ
ん

の
み
診
療
を
行
い
ま
す
。

　
消
化
器
内
科
医
は
欠
員
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
胃
や
腸
の
病
気
は
消
化
器
外
科

で
対
応
し
ま
す
。

　
呼
吸
器
（
肺
炎
な
ど
）
、
内
分
泌
（
糖

尿
病
な
ど
）
の
診
察
は
、
非
常
勤
医
師
が

行
い
ま
す
。

　
外
来
診
療
は
、
「
呼
吸
器
内
科
は
毎
週

月
曜
日
」
、
「
内
分
泌
内
科
は
毎
週
月
、

火
、
金
曜
日
の
午
後
」
と
な
り
、
入
院
診

療
は
制
限
さ
れ
ま
す
。

産
婦
人
科

　
４
月
以
降
の
医
師
が
確
保
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
休
診
し
ま
す
。

小

児

科

　
５
月
以
降
は
、
常
勤
医
師
が
１
人
に
な

り
ま
す
の
で
、
外
来
診
療
の
み
と
な
り
、

入
院
診
療
は
で
き
ま
せ
ん
。

精

神

科

　
４
月
以
降
の
常
勤
医
師
は
欠
員
と
な
り

ま
す
。
毎
週
金
曜
日
午
前
中
に
、
非
常
勤

医
師
に
よ
る
外
来
診
療
を
行
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
記
し
た
以
外
の
診
療
科
は
、
従

来
ど
お
り
の
体
制
で
す
。

　
４
月
以
降
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
地
域

医
療
関
係
者
な
ど
で
組
織
す
る
「
市
民
病

院
再
建
支
援
委
員
会
（
仮
称
）
」
で
地
域
基

幹
病
院
と
し
て
再
建
し
て
い
く
た
め
の
検

討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
当
面
の
医
師
不
足
か
ら
市
民
、
患
者
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
、
市
行
政
一
体

と
な
っ
て
再
建
に
立
ち
上
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
病
院
管
理
課
　
�
23
‐
7
8
5
2

気
に
な
る
診
療
体
制
は
？
　
市
民
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

特集　その1

お

さ

　

　

　

　

　

た
か
し

い

な

が

き

　

　
は

る

お

こ
お
り

　

け

ん

じ

ろ

う

こ
ば
や
し
　
　

あ
つ
た
か

な
か
む
ら
　
　
　
　

さ
と
し

は
や
し
　
　
　
　
ま

さ

し

※

※
「
諮
問
」
…

意
見
を
尋
ね
求
め
る
こ
と
。
下
の
者
や
識
者
の

　
　
　
　
　
　

意
見
を
求
め
る
こ
と
。
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今
年
６
月
、
世
界
新
城
サ

ミ
ッ
ト
が
、
イ
ギ
リ
ス
ニ
ュ

ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
・
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
ム
市
で
開
催
予
定
で
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
皆
さ

ん
の
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ

「
賛
成
」
・
「
反
対
」
さ
ま

ざ
ま
で
し
た
。

　
一
方
、
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

し
た
人
と
公
募
の
委
員
16
人

に
よ
る
検
証
委
員
会
を
設
立

し
、
こ
の
委
員
会
で
話
し
あ

っ
た
結
果
を
受
け
て
、
市
で

は
今
後
の
サ
ミ
ッ
ト
の
方
向

性
を
決
定
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
委
員
会
の
協

議
内
容
と
イ
ギ
リ
ス
サ
ミ
ッ

ト
の
現
状
を
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
市
は
、
提
唱
都
市
と
し
て
の
責
任
、
信

頼
関
係
が
あ
る
た
め
、
参
加
す
る
目
的
や

意
義
、
協
議
内
容
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
市

民
に
示
し
て
、
最
小
限
の
人
数
で
参
加
す

る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
前
か
ら
結
果
に

至
る
ま
で
の
情
報
を
、
市
民
に
発
信
す
る
。

そ
の
方
法
と
し
て
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

学
校
の
授
業
な
ど
の
機
会
を
利
用
す
る
と

同
時
に
、
広
報
、
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
な
ど
、
で
き
る

限
り
の
手
段
を
用
い
る
。

　
各
市
の
代
表
が
集
ま
り
協
議
す
る
サ
ミ

ッ
ト
と
、
市
民
交
流
と
は
切
り
離
し
て
考

え
る
。
市
民
交
流
は
、
市
の
国
際
交
流
協

会
の
事
業
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

市
民
同
士
が
交
流
で
き
る
内
容
を
市
民
主

導
で
計
画
す
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
協
議
す
る
内
容
や
論
点
を

整
理
し
、
各
都
市
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
内

容
と
す
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
情
報
技
術
を
活
用
し
て
、
経
費
の
か

か
ら
な
い
方
法
を
提
案
す
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
参
加
に
必
要
な
公
費
支
出
は

最
小
限
と
し
、
一
般
参
加
者
は
自
費
参
加

と
す
る
。

次
回
の
イ
ギ
リ
ス
サ
ミ
ッ
ト
に
参

加
す
べ
き
か

参
加
す
る
場
合
、
経
費
を
最
小
限

に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

サ
ミ
ッ
ト
の
公
式
参
加
と
市
民
参

加
の
望
ま
し
い
形
と
は
何
か

サ
ミ
ッ
ト
そ
の
も
の
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
市
は
何
を
提
言
す
べ
き
か

サ
ミ
ッ
ト
の
経
費
、
協
議
さ
れ
た

内
容
、
成
果
な
ど
の
情
報
を
い
か

に
市
民
に
提
供
し
て
い
く
か

これまでの経緯

　「世界新城サミット」は、平成10年11月に旧新城市が

世界各国の「新しい城」の名を持つ都市に呼びかけ、市

長会議や文化交流などを行った国際交流事業です。

　6カ国（7都市）の持ち回りで2年に1回開催。これまで

に、①旧新城市、②スイス③アメリカ（2都市）④南ア

フリカで開催しました。5回目の今年は、イギリスニュ

ーキャッスル・アンダーライム市で開催します。6回目

のドイツ（平成20年度）で一巡となります。

市長が、6月イギリスサミットで
市の新方針を表明します

検
証
委
員
会
の
協
議
内
容
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市
内
、
小
中
学
校
の
総
合
学
習
を
利
用

し
て
、
国
際
交
流
の
授
業
を
行
い
、
友
好

都
市
と
の
文
通
や
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
す
る

な
ど
、
学
生
が
か
か
わ
る
内
容
を
多
く
提

供
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
経
て
、
参
加
国

開
催
が
一
巡
し
た
後
は
、
首
長
会
議
（
サ

ミ
ッ
ト
）
は
そ
の
役
割
を
終
え
た
も
の
と

し
て
終
結
。
あ
わ
せ
て
、
草
の
根
の
市
民

交
流
の
拡
大
と
都
市
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
第
５
回
イ
ギ
リ
ス
サ
ミ
ッ
ト
で
提

案
し
、
関
係
諸
都
市
に
理
解
を
求
め
ま

す
。

　
第
５
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
６
月
に
イ
ギ

リ
ス
の
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
・
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
ム
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
参
加
都
市

　
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
市

　（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
）

　
ド
イ
ツ
・
ノ
イ
ブ
ル
グ
市

　
ス
イ
ス
・
ヌ
シ
ャ
テ
ル
市

　
南
ア
フ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
市

　
日
本
・
新
城
市

・
開
催
期
間

　
６
月
17
日

（土）
〜
６
月
23
日

（金）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
教
育
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
か
か
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　６
月
19
日

（月）

　
大
学
内
で
事
例
発
表
と
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
20
日

（火）

　
サ
ミ
ッ
ト
で
合
意
し
た
こ
と
や
海
外
か

ら
の
来
訪
な
ど
、
交
流
に
参
加
で
き
る
情

報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
。
す
で
に
市
民

同
士
の
交
流
は
始
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

こ
う
し
た
市
民
主
導
の
交
流
を
広
げ
て
い

く
。

　
サ
ミ
ッ
ト
の
情
報
を
発
信
し
、
サ
ミ
ッ

ト
へ
の
理
解
を
深
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
が
広
が
る
よ
う
、
行

政
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
・

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ム
市
の
紹
介

サ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
交

流
を
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に

進
め
て
い
く
か

サ
ミ
ッ
ト
の
関
連
交
流
に
、
市
民

に
関
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か

サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
若
い
世
代
の

交
流
に
繋
げ
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か

　
イ
ギ
リ
ス
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
最
小
限
の

人
数
で
参
加
し
ま
す
。
参
加
経
費
に
つ
い

て
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
渡
航
で
、

日
当
や
支
度
金
を
廃
止
し
、
今
ま
で
の
３

分
の
１
の
経
費
で
参
加
し
ま
す
。

イギリスサミットの見学を

希望される方へ　

　市の国際交流協会は、今回サミッ

トへの市民派遣を行いません。市や

協会職員も同行しません。

　サミットの見学を希望される方は、

個人で渡航していただきます。（航

空券の手配、現地での移動、ホテル

予約、ホームステイ先との連絡など

は、参加者で行ってください）

　見学を希望される方には、ホーム

ステイ先やホテルなどをご紹介しま

すので、4月7日（金）までにご連絡く

ださい。

　なお、ホームステイや行事の見学

は、ニューキャッスル市側の都合に

より、ご希望に添えない場合があり

ます。

連絡先

本庁 国際交流室

電話23-7783・FAX 23-7784

特集　その2

　
ロ
ン
ド
ン
の
北

西
約

200

キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
あ
り
、

ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド

州
に
属
し
て
い
ま

す
。
人
口
は
約
７

万
５
千
人
で
す
が
、

自
治
区
全
体
で
は

約
12
万
人
で
す
。

街
に
は
キ
ー
ル
大

学
と
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
大
学
が
あ
り
、

学
園
都
市
と
し
て
、
多
く
の
学
生
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
産
業
は
、
世
界
的
に
有
名

な
陶
磁
器
会
社
「
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
社
」

が
あ
る
ほ
か
、
産
業
資
材
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、
電
気
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
製
造
が
盛
ん

で
す
。

 
サ
ッ
カ
ー
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
が
多
く
、
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
で
す
。

参
加
人
数
と
経
費

問
い
合
わ
せ

本
庁
・
国
際
交
流
室
　
　�
23
‐
7
7
8
3

イギリス ニューキャッスル・アンダーライム市

ドイツの高校生と文化交流

イ
ギ
リ
ス
　サ
ミ
ッ
ト

つ

な
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２
月
９
日

（木）
、
新
城
市
民
体
育
館
会
議

室
で
、
第
１
回
新
城
･
鳳
来
･
作
手
合
同

地
域
審
議
会
が
行
わ
れ
、
市
長
か
ら
各
審

議
会
の
委
員
10
人
（
う
ち
公
募
委
員
男
女

各
２
人
・
計
4
人
）
へ
、
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
「
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
（
建
設
計
画
）
」
の
概
要
や
、

地
域
審
議
会
の
役
割
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
各
地
域
審
議
会
に
分
か
れ
、
今

後
の
取
り
組
み
へ
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

市長から委嘱状の交付を受ける地域審議会委員

　
地
域
審
議
会
は
、
合
併
で
区
域
が
広
が

り
、
地
域
住
民
の
意
見
が
新
市
の
施
策
に

反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
な
ど
、
住
民
不
安

へ
の
対
応
策
と
し
て
、
住
民
の
意
見
を
反

映
し
た
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
を
目
的
に
、
合
併
前
の
旧
３
市
町
村
の

協
議
で
設
置
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
設
置

期
間
は
、
合
併
の
日
か
ら
、
平
成
23
年
９

月
30
日
ま
で
の
６
年
間
で
す
。

市　長

新城地域審議会 鳳来地域審議会 作手地域審議会

事務局 事務局 事務局
企画部長
企画課

鳳来総合支所長
地域振興課

作手総合支所長
地域振興課

諮問 諮問諮問

意見 意見

答申 答申 答申

意見

①市長の諮問に応じて審議し、答申する。
　（新市まちづくり計画の変更・進ちょく状況・その他、市長が必要と認める事項）
②旧3市町村の速やかな一体化の確立のため、必要と認める事項について審議し、
　市長に意見を述べる。

【諮問・答申の流れ】

【所掌事務】
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地
域
審
議
会
で
審
議
い
た
だ
く
テ
ー
マ

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①
新
市
建
設
計
画
に

関
わ
る
こ
と
、
②
旧
３
市
町
村
の
速
や
か

な
一
体
化
、
③
住
民
自
治
活
動
支
援
に
関

わ
る
こ
と
の
３
点
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
市
建
設
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
の
新
市

の
あ
り
方
を
規
定
す
る
も
の
で
、
市
に
と

っ
て
「
憲
法
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
し

か
し
、
社
会
情
勢
は
刻
々
と
変
化
し
て
お

り
、
十
分
な
議
論
の
上
で
、
見
直
し
て
い

く
必
要
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
計
画

の
変
更
、
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
に
つ
い
て

も
審
議
会
で
審
議
・
検
証
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
新
市
の
速
や
か
な
一
体
化
に
努
め
、
合

併
効
果
を
早
期
に
上
げ
る
た
め
の
行
財
政

改
革
を
一
段
と
加
速
さ
せ
る
よ
う
、
そ
の

使
命
を
帯
び
た
18
年
度
の
予
算
編
成
を
行

い
、
市
政
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市

民
レ
ベ
ル
で
も
旧
３
市
町
村
の
一
体
化
を

図
れ
る
よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
全
国
の
中
に
は
、
地
域
審
議
会
が
有
名

無
実
化
し
て
い
る
自
治
体
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
行
政
の
お
墨
付
き
機
関
で
は
な
く
、

地
域
の
自
治
活
動
の
支
援
に
役
立
つ
地
域

審
議
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
長
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
掲
げ
た
「
地
域
審
議
会
に
住
民
自

治
支
援
基
金
を
設
置
」
に
基
づ
き
、
18
年

度
当
初
予
算
に
個
人
市
民
税
の
約
１
％
に

当
た
る
１，
８
０
０
万
円
を
「
め
ざ
せ
明

日
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
」
と
し
て

計
上
し
ま
し
た
。
住
民
の
方
の
活
動
が
、

支
援
す
る
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど

う
か
を
審
査
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
審
議
会
が
、
全
国
に
新
城
モ

デ
ル
と
し
て
発
信
で
き
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。

第
2
回

地
域
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

第1回　新城地域審議会

穂積市長

第1回　鳳来地域審議会

第1回　作手地域審議会
※敬称略。会長、副会長を除き50音順 ※委員の任期は2年間

地域審議会委員名簿

〜
「
市
長
あ
い
さ
つ
」
の
要
旨
〜

新城地域審議会 鳳来地域審議会 作手地域審議会

会　長

副会長

委　員

会　長

副会長

委　員

会　長

副会長

委　員

森 野 　 � 之

大 谷 　 至 弘

小 笠 原 　 実

白 井 　 諒 俊

瀧 川 　 紀 幸

中 谷 　 昌 美

福 田 　 吉 夫

村 田 　 真 弓

森田　紀代美

八木　憲一郎�

加 藤 　 和 臣

加 藤 　 雅 雄

井 上 　 秀 樹

奥平　田津子

梶 村 　 辰 男

神 谷 　 吉 則

小 山 　 泰 弘

竹 川 　 民 生

福 田 　 利 恵

峰 野 　 恵 子 �

神 谷 　 昌 明

松 井 　 富 穂

筧 　 和 美

加 藤 　 公 子

菊 地 　 成 行

権 田 　 知 宏

斎 藤 　 憲 生

夏目　理知子

村 田 　 藤 子

矢 頭 　 一 起

・
3
月
29
日

（水）
　
午
後
3
時

・
本
庁
　
東
庁
舎
3
階
　
委
員
会
室

・
傍
聴
先
着
20
人
ま
で

・
平
成
18
年
度
予
算
に
お
け
る

　新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
各
種
事
業
他

問
い
合
わ
せ

本
庁
　
企
画
課

�
23
‐
7
6
2
0

第
2
回
　
新
城
地
域
審
議
会

・
3
月
30
日

（木）
　
午
前
９
時
30
分

・
鳳
来
総
合
支
所
　3
階

第
5
会
議
室

・
傍
聴
先
着
10
人
ま
で

・
平
成
18
年
度
予
算
に
お
け
る

　新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
各
種
事
業
他

問
い
合
わ
せ

鳳
来
総
合
支
所
　
地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

第
2
回
　
鳳
来
地
域
審
議
会

・
３
月
２７
日

（月）
　
午
後
１
時
30
分

・
作
手
総
合
支
所
　２
階
　第
１
会
議
室

・
傍
聴
先
着
10
人
ま
で

・
平
成
18
年
度
予
算
に
お
け
る

　新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
各
種
事
業
他

問
い
合
わ
せ

作
手
総
合
支
所
　
地
域
振
興
課

�
37
‐
2
2
1
1

第
2
回
　
作
手
地
域
審
議
会

※
第
一
回
地
域
審
議
会
の
議
事
録
は
、
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
各
事
務
局
の
窓

　
口
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

特集　その3

み
に
こ
ん
か
ん

す

み

つ
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昨
年
10
月
1
日
の
合
併
で
面
積
が
広
が

り
、
第
二
東
名
高
速
道
路
の
市
内
通
過
延

長
が
約
20

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

（
旧
日
本
道
路
公
団
）
と
県
で
、
用
地
測

量
と
物
件
調
査
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
2
月
末
、
市
内
で
初
め
て
の
用
地
買

収
が
、
稲
木
地
区
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
測
量
成
果
な
ど
の
説
明
会
を
終

え
た
地
区
か
ら
、
順
次
、
用
地
買
収
が
行

わ
れ
ま
す
。

集団調印および個別説明会(稲木公民館)

三遠トンネル坑口付近(名号地内)

　
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
、
引
佐
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
（
仮
称
）
か
ら
、
鳳
来
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
間
、
約
１
３
･

９

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
早
期
開
通
を
目
指
し
、

国
土
交
通
省
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
が
、

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
県
境
を
貫
く
三
遠
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

（
４,
５
２
５
メ
ー
ト
ル
）
は
、
2
月
末
で

730
メ
ー
ト
ル
の
掘
削
が
済
み
ま
し
た
。
ま

た
、
名
号
地
内
で
は
、
鳳
来
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
の
工
事
が
進
行
中
で
す
。

稲
木
地
区
で
、
第
二
東
名
高
速
道
路
の
用
地
買
収
が
始
ま
り
ま
し
た

　
市
内
を
通
過
す
る
第
二
東
名
高
速
道
路
・
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
内
で

三遠南信自動車道

三遠トンネル(仮称)
第二東名高速道路

浜松市引佐町

浜松市三ヶ日町
豊橋市

東名高速道路

国道301号

国道301号

国道257号

国道151号

国道257号

新城IC（仮称）

三ヶ日JCT（仮称）

引佐JCT（仮称）

引佐北IC（仮称）

鳳来IC
（仮称）

東栄IC
（仮称）

豊川市

岡崎市

豊田市

設楽町

東栄町

鳳来地区

新城地区

作手地区

問
い
合
わ
せ
　
本
庁
・
土
木
課
高
規
格
道
路
推
進
室
　
�
23
‐
7
6
3
9

豊川IC

引佐 IC
（仮称）
引佐 IC

（仮称）

み
ょ
う
ご
う
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  2月1日（水）巴保育園で、巴・協和保育園児45人

の集合保育があり、節分行事が行われました。

　園児たちの前に、鬼に扮した保育士さんが現れ

ると、みんないっせいに鬼をめがけて豆をぶつけ

ました。鬼を倒した子どもたちは、大喜びでした。

　2月5日（日）、鳳来地区七郷一色黒沢の阿弥陀堂で「黒

沢田楽」が行われました。

  「黒沢田楽」は鳳来寺田楽、田峯田楽とともに、「三

河の田楽」として国指定重要無形民俗文化財に指定され

ています。

　近年、出演者の高齢化と笛の吹き手が足りないことか

ら、旧七郷一色小学校の先生を中心に、東陽小学校の児

童が、笛で応援参加。黒沢地区の人たちと子どもたちの

熱意で、伝統芸能が継承されています。

　この日は一段と寒い日でしたが、県外など遠方からの

大勢の見学者は、次々と披露される舞に見入っていまし

た。

 2月5日（日）、新城文化会館大ホールで、長篠陣

太鼓保存会主催の子ども陣太鼓発表会が行われま

した。

 出演は、元気！夢太鼓・東陽子ども陣太鼓・鳳

来中部子ども陣太鼓・山吉田子ども陣太鼓・長篠

陣太鼓中学部など総勢約120人が、日ごろの練習

成果を元気いっぱいに披露しました。

 合併後初の発表会ということもあり、東郷中学

校設楽原ゆめ太鼓・黄柳野高校和太鼓部「鼓虎」・

作手和太鼓倶楽部「鼓響（ひびき）」が特別出演し

花を添えました。

作手地区

鳳来地区

鳳来地区

こ とら

ふん

そ ぼく
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新城地区

作手地区

作手地区

　2月9日（木）と23日（木）の2日間、開成小学校で、

青年海外協力隊事業で2年間モロッコ王国へ派遣

されていた、森やよいさん（作手東田原）を講師

に迎え「モロッコを知る会」を開きました。

　モロッコ人が普段着ている衣装（ジュラバ）で

登場した森さんの話に、児童は興味深そうに聞き

入っていました。

　卒業まで2週間を切った2月23日（木）に、八名中

学校 3 年生 68 人が、3 年間ありがとうの気持ちを

込めて、教室や音楽室のぞうきんがけや杭打ち作

業、体育倉庫清掃などの奉仕作業を行いました。

　筏津杏菜さんは、「私たちの八名中学校への感

謝の気持ちや、この学校に在籍した証を、みんな

で力を合わせて働くことで表したい」と、一針ひ

とはり、心を込めてカーテンの補修を行っていま

した。

　菅守地区コミュニティ推進協議会は、平成17年

度宝くじ助成事業で、冷蔵庫、移動用音響装置一

式、カセットデッキ、ウォーカーランナー、エル

ゴサイダーなどを整備しました。

　同地区の会員は、助成備品を活用し、地区の交

流を一層深めていきたいと張り切っています。

い か だ つ あ ん な

あかし

く い
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新城地区

鳳来地区
作手地区

鳳来地区

鳳来地区

　2月22日（水）、第4回しんしろ節句まつりが、艶

やかなひな人形やつるし雛、鯉のぼりが飾られた

新城文化会館、鳳来開発センター、作手総合支所、

設楽原歴史資料館で始まりました。

　会場に立ち寄った来場者は、雛段に上品に並べ

られたひな人形や、色とりどりのつるし雛に目を

奪われていました。

　2月21日（火）、鳳来東小学校で避難訓練、水消火

器を使った初期消火訓練、起震車による地震体験

訓練など有事に備えた防災訓練が、消防団、自主

防災会、保護者も参加して行われました。

　この訓練で使用した自主防災会の備品（テント、

メガフォン、発電機）は、宝くじの助成金で整備

したものです。

　全国過疎地域自立促進連盟のホームページ（過

疎物語kaso-net）で、鳳来地区四谷の千枚田が「先

人の遺産を未来に！」と題し、動画で紹介されて

います。

　 http://www.kaso-net.or.jp/
            　　　　　　　 （連谷地区情報通信員　小山舜二）

新
城
文
化
会
館

鳳来開発センター

作手総合支所

新城地区

   2月20日（月）、飲料水メーカーのコカ・コーラセ

ントラルジャパン（横浜市）と市は、災害時対応型

情報機能付き自動販売機の設置と災害時の救援物

資提供の協定を結びました。

　この自販機は、桜淵いこいの広場に5月ごろ設

置された後、平常時のニュースをはじめ、災害時

の飲料提供、避難情報の提供が可能になります。

市内では、鳳来地区 3 台に続く 4 台目の導入にな

ります。

穂積市長（左）とコカ・コーラセントラル
ジャパン社有馬正博部長（右）

新城市で開催されたイベントや地域の話題などを紹介します。
皆さんから寄せられる情報をお待ちしています。
本庁・秘書広報課　�23-7623

あで

び な
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し
ん
し
ろ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
・
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
　
児
童
課

�
23
‐
7
6
2
2

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
子
育
て
の

援
助
を
行
う
提
供
会
員
と
援
助

を
希
望
す
る
利
用
会
員
（
生
後

６
カ
月
〜
10
歳
未
満
の
子
ど
も

を
持
つ
家
庭
）
が
登
録
し
、
利

用
し
た
い
方
の
必
要
に
応
じ
て

保
育
園
な
ど
の
送
迎
や
、
援
助

者
の
自
宅
で
の
預
か
り
を
行
う

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　
0
歳
（
生
後
６
カ
月
以
上
）
〜

　
小
学
校
低
学
年

　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

　
平
日
　
１
時
間
　
700
円

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
病
児
、
病

　
後
児
　１
時
間
　
１，
０
０
０
円

※
提
供
会
員
は
概
ね
70
歳
未
満

　
で
育
児
援
助
の
で
き
る
方

※
利
用
（
預
け
た
い
）
希
望
者
も

　
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
空
家
待
機
者

定
期
募
集

　
　
　
都
市
計
画
課

　
　
　
�
23
‐
7
6
4
0

　
　
　
建
設
課

　
　
　
�
32
‐
1
9
7
7

　
　
　
建
設
課

　
　
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
市
で
は
、
11
月
30
日

（木）
ま
で

に
空
家
が
で
き
た
場
合
、
抽
選

順
位
に
従
っ
て
入
居
し
て
い
た

だ
く
待
機
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
用
紙
の
交
付
期
間

　
３
月
27
日

（月）
〜
４
月
10
日

（月）

　
４
月
３
日

（月）
〜
４
月
10
日

（月）

　
た
だ
し
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

　
方

①
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、
同

　
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い

　
る
こ
と
（
た
だ
し
、
老
年
者
・

　
身
体
障
害
者
の
方
な
ど
は
単

　
身
も
可
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③
一
定
収
入
以
下
の
世
帯
（
例
‥
 
 

 
夫
婦
子
ど
も
１
人
の
家
族
の
う

　
ち
２
人
は
無
収
入
で
年
間
総

　
収
入
金
額
462
万
８
千
円
未
満

　
の
世
帯
）
で
あ
る
こ
と

※
家
族
構
成
・
収
入
金
額
な
ど
、

　
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成
18
年
度
前
期

手
話
講
習
会
受
講
者
募
集

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
�
23
‐
5
6
1
8

　
４
月
20
日
〜
６
月
29
日
（
毎
週

　
木
曜
日
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

　
西
部
公
民
館
（
ち
さ
と
館
）

　
１，
０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

　
ろ
う
者
の
方
の
ミ
ニ
講
演
と

　
実
習
を
交
え
な
が
ら
、
基
礎

　
的
内
容
を
学
び
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.s

h
in

s
h
iro

.lg
.jp

住 宅 名 所 在 地
入　居
開始年 階数 間取り

家賃(月額／円)
(収入により決定)

最 寄 の
交通機関 駐 車 場

上市場西住宅

上市場東住宅

東 原 住 宅

芳 ヶ 入 住 宅

長 篠 住 宅

大 野 住 宅

川 合 住 宅

明 和 住 宅

和 田 住 宅

1戸1台
（自治会管理分含む）

1戸1台

1戸1台

1戸1台

1戸1台

1戸1台

１戸2台

１戸2台

1戸2台

野田字上市場18-1

野田字上市場26-2

平井字東原30

長篠字芳ヶ入25-1

長篠字杉下2-1

大野字広野55

作手白鳥字セイホウ1-1

作手高里字当下18

作手保永字山中沢2-2

豊鉄バス
大野田バス停

豊鉄バス
大野田バス停

豊鉄バス
宗高バス停

豊鉄バス
長篠保育園前
バス停

豊鉄バス
本長篠バス停

市営バス
小野バス停

豊鉄バス
川合バス停

豊鉄バス
高里バス停

豊鉄バス
和田バス停

S56

S57～59

H1～2

S47～49

H1

H2

S58～60

S63

H16

3

3～4

4～5

1

3

3

1

1

1

3DK

3DK

3DK

2DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

17,100～37,500

18,900～42,900

21,700～48,400

4,700～ 12,300

17,800～39,300

17,200～37,700

11,600～27,800

15,400～29,500

25,600～49,000

●HP

●時

●時

●所

●受●対

●対●￥

●内●申
●問
■本■鳳■作

お
お
む

こ
ん
き
ゅ
う

●問
■本

●￥ ●問
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ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

　
　
　
in
山
び
こ
の
丘

　
　
学
童
農
園
山
び
こ
の
丘

　
　
�
35
‐
1
1
9
1

　h
ttp

://w
w

w
4

.o
c
n
.n

e
.jp

./̃
h
o
u
ra

i/

　
山
び
こ
の
丘
の
大
き
な
塔
、

ブ
ッ
ポ
ー
ウ
ォ
ー
ル
に
登
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
毎
年
恒
例
の
「
田
舎
お
も
し

ろ
体
験
in
山
び
こ
の
丘
」
が
、

４
月
か
ら
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

を
皮
切
り
に
始
ま
り
ま
す
。
今

ま
で
登
っ
た
こ
と
の
な
い
方
で
も
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
付
い
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

　
４
月
23
日

（日）
（
雨
天
中
止
）

　
小
学
校
３
年
生
以
上
の
健
康

　
な
方

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
4
月
16
日

（日）
　

　
800
円

　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
靴

　
底
が
や
わ
ら
か
く
軽
い
も
の

　
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
靴
の

　
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
）

　
　
鳳
来
ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な

　
　
�
32
‐
2
2
1
2

　
鳳
来
ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な
で
は
、

平
成
18
年
度
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
教
室
の
追
加
生
徒
を
募
集

し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
概
要
　
第
１
期

　
４
月
19
日

（水）
〜
７
月
14
日

（金）

　
水
・
木
・
金
曜
　
各
１
部

　
午
後
４
時
30
分
〜
５
時
30
分

　
水
・
木
・
金
曜
　
各
２
部

　
午
後
５
時
40
分
〜
６
時
40
分

　
若
干
名
（
ク
ラ
ス
ご
と
に
人
数

　
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
申

　
し
込
み
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　
市
内
の
小
学
新
1
年
生
か
ら

　
新
３
年
生
の
健
康
な
児
童

　
３
月
25
日

（土）
午
後
５
時
30
分

　
〜
６
時
　
東
部
高
齢
者
生
き

　
が
い
セ
ン
タ
ー
（
能
登
瀬
保
育

　
園
）
で
（
受
付
時
間
厳
守
）

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
で

　
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
応
募
者

　
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　
ま
す
。

　
1
2,
0
0
0
円
（
全
12
回
分
）

　
施
設
使
用
料
は
、
別
途
必
要

　
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
一
期

硬
式
テ
ニ
ス

　

ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
教
室
生
徒
募
集

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
・

ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

の
生
徒
募
集

　
　
学
童
農
園
山
び
こ
の
丘

　
　
�
35
‐
1
1
9
1

　
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
た
め
、
硬
式
テ
ニ

ス
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
ま
す
。

基
本
か
ら
や
さ
し
く
、
て
い
ね

い
に
指
導
し
ま
す
。
初
心
者
の

方
も
安
心
し
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

　
４
月
14
日

（金）
〜
７
月
14
日

（金）

　
毎
週
金
曜
日
（
た
だ
し
５
月
５
日

　
は
除
く
）の
午
後
７
時
〜
９
時

※
講
師
・
会
場
な
ど
の
都
合
に

　
よ
り
、
日
程
が
変
更
さ
れ
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
山
び
こ
の
丘
屋
内
軽
ス
ポ
ー

　
ツ
コ
ー
ト
（
ク
レ
ー
コ
ー
ト
）

　
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
ま
す
。

　
電
話
で
お
申
し
込
み
い
た
だ

　
き
、
申
込
書
お
よ
び
誓
約
書

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
31
日

（金）

　
１
２，
８
０
０
円
（
保
険
料
含

　
む
）

　
ラ
ケ
ッ
ト
は
硬
式
用
、
シ
ュ

　
ー
ズ
は
ク
レ
ー
コ
ー
ト
用
を

　
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
鳳
来
ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な
で
は
、

平
成
18
年
度
第
1
期
ア
ク
ア
ビ

ク
ス
教
室
と
ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

第
１
期

　
４
月
10
日

（月）
〜
7
月
13
日

（木）

・
月
曜
日
１
部
　
午
後
１
時
30

　
分
〜
２
時
30
分

　
全
13
回
　
6，
5
0
0
円

・
月
曜
日
２
部
　
午
後
７
時
〜

　
８
時

　
全
13
回
　
6，
5
0
0
円

・
木
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
２
時
30
分

　
全
13
回
　
6，
5
0
0
円

　
月
曜
1
部
　
　
10
人

　
月
曜
2
部
　
　
5
人

　
木
曜
日
　
　
　
5
人

ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

第
１
期

　
4
月
14
日

（金）
〜
7
月
14
日

（金）

・
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２

　
時
30
分

　
全
13
回
　
6，
5
0
0
円

　
3
人

　
各
コ
ー
ス
と
も
16
歳
以
上
の

　
健
康
な
男
女

　
3
月
26
日

（日）
午
前
10
時
30
分

　
か
ら
鳳
来
ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い

　
な
フ
ロ
ン
ト
で
先
着
受
付

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

　
施
設
利
用
料
は
、
別
途
必
要

　
で
す
。

鳳
来
ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な

�
32
‐
2
2
1
2

秘書広報課  �23-7623 
　「ほのか」では、新コーナー「集まれ !ちびっ子

広場」に登場するお子さんの写真を募集します。

対      象   市内在住の1歳から小学校入学前までの

　　　　　お子さん

掲載方法　受付順に掲載

応募方法 

・コメント（お子さんのものを50字程度で）

・写真（現像サイズはサービス版、デジタルも可。

   携帯電話で撮影したものは掲載できません）

・お子さんの氏名（カナ）・生年月日・ご両親の名前

・応募者の住所・氏名・電話番号を記入し、郵送ま

　たは   メールでお送りください。

（宛先）郵送の場合

〒441-1392  秘書広報課

「集まれ!ちびっこ広場」係

※写真の返却はしません

Ｅメールの場合

info@city.shinshiro.lg.jp

「集まれ!ちびっこ広場」係

●申
●問●HP

●時

●時

●所

●受 ●対

●対

●対

●持 ●￥

●￥

●他

●他
●申
●問

●申
●問

●申
●問

●定

●定

●定

●応

●応●〆

●〆

●問 ■本

●受 ●対●￥●他 ●定
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学
生
に
よ
る
地
域
課
題

へ
の
提
案
発
表
会

「
県
境
を
跨
ぐ
エ
コ
地
域

づ
く
り
戦
略
プ
ラ
ン
」

キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
総
務
部

　
企
画
課
地
域
連
携
係

　
�
0
5
3
2
‐
44
‐
6
5
6
9

　

http://w
w

w
.tut.ac.jp/Fram

e9
9

/gp/gp.htm

　
防
災
・
環
境
・
ま
ち
づ
く
り
・

教
育
な
ど
、
地
域
課
題
を
テ
ー

マ
に
学
生
が
取
り
組
ん
だ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

発
表
テ
ー
マ
の
一
覧
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
3
月
27
日

（月）
　
午
後
１
時
〜

　
５
時
30
分

　
旧
鳳
来
町
立
七
郷
一
色
小
学

　
校
（
鳳
来
地
区
七
郷
一
色
）

　
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

　
に
興
味
の
あ
る
方
（
申
し
込

　
み
不
要
）

　
無
料

　
　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
総
務

　
　
部
研
究
協
力
課
研
究
セ
ン

　
　
タ
ー
係

　
�
0
5
3
2
‐
44
‐
6
5
7
4

　
�
0
5
3
2
‐
44
‐
6
9
8
4

　  k
e
n
c
e
n
@

o
ffic

e
.tu

t.a
c
.jp

　
　http

://u
rb

a
n
.tu

trp
.tu

t.a
c
.jp

/C
C

R
/

　
平
成
18
年
度
か
ら
取
り
組
む

事
業
の
内
容
を
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
団
体
な
ど
に
紹
介

し
ま
す
。

　
3
月
28
日

（火）

講
演
会
　
午
後
３
時
〜
５
時

　
旧
鳳
来
町
立
七
郷
一
色
小
学

　
校
（
鳳
来
地
区
七
郷
一
色
）

交
流
会
　
午
後
５
時
30
分
〜
６

　
時
30
分（
秋
葉
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）

　
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

　
に
興
味
の
あ
る
方
 
 
 

　
無
料
（
た
だ
し
交
流
会
に
参

　
加
さ
れ
る
方
は
3,
0
0
0
円
）

　
案
内
チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
上
の
申
込
書
に
記
入

　
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
E

　
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

は

な

と

う

ろ

う

と

う

ろ

う

よ
う
こ
う
ざ
く
ら

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
�
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　
　ho

u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b
.n

e
.jp

「
春
の
里
山
の
植
物
」

　
桜
淵
か
ら
う
で
こ
き
山
に
か

け
て
見
ら
れ
る
植
物
を
、
春
の

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
専
門
の

講
師
と
一
緒
に
観
察
し
ま
す
。

　
４
月
23
日

（日）
午
前
10
時
〜
午

　
後
３
時

　
桜
淵
公
園
、
う
で
こ
き
山

　
桜
淵
駐
車
場
に
集
合

　
大
人
500
円
、
小
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
博
物
館
学
術
委
員（
植
物
分
野
）

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
往

　
復
は
が
き

　
（
〒
4
4
1
‐
1
9
4
4

　
新
城
市
門

　
谷
字
森
脇
６
）

※
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装

　
　
地
域
振
興
課

　
　
�
32
‐
0
5
1
3

ち
ぎ
り
絵
作
品
展
　

　
ち
ぎ
り
絵
愛
好
者
「
知
喜
里

の
会
」
の
作
品
展
で
す
。

　
和
紙
の
美
し
さ
と
柔
ら
か
な

質
感
を
生
か
し
、
個
性
的
な
線

と
色
合
い
を
表
現
し
た
風
景
、

動
物
、
花
な
ど
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　
４
月
１
日

（土）
〜
30
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
地
区
）

　
休
館
日
　
火
曜
日

観
来
館
4
月
の
展
示

　
　
都
市
計
画
課

　
　
�
23
‐
7
6
4
0

主
催

新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
新
城
設
楽
総
合
庁
舎
西
の
、

新
桜
通
り
を
歩
行
者
天
国
に
し

て
、
新
桜
通
り
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
す
。
陽
光
桜
が
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
、
保
健
所
、
ス
ー
パ

ー
金
沢
屋
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
3
月
26
日

（日）
　
午
前
11
時
〜

　
午
後
2
時
（
雨
天
中
止
）

　
新
城
高
校
吹
奏
楽
部
・
青
空
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、サ
ル
ま
わ
し
、
愛
犬

家
の
ふ
れ
あ
い
広
場
、
手
踊
り
、フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

各
種
露
店
、
大
正
琴
演
奏
、
よ
さ

こ
い
踊
り
、
作
手
和
太
鼓
倶
楽
部

「
鼓
響
（
ひ
び
き
）
」
、マ
ツ
ケ
ン
サ
ン

バ
、も
ち
つ
き
シ
ョ
ー
な
ど

※
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
桜
の
木

　
を
竹
の
灯
寵
で
照
ら
す
花
灯
路

　
を
、フ
ェ
ス
タ
開
催
1

週
間
前

　
か
ら
行
い
ま
す
。
ろ
う
そ
く

　
の
明
か
り
に
揺
ら
め
く
陽
光

　
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
振
り
込
み

　
　
児
童
課
　

�
23
‐
7
6
2
2

　
　
福
祉
健
康
課
�
32
‐
1
9
8
2

　
　
福
祉
健
康
課
�
37
‐
2
2
1
1

　
児
童
扶
養
手
当（
12
〜
３
月
分
）

を
４
月
10
日

（月）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
方
は
金
融

機
関
で
記
帳
し
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
転
居
な
ど
の
際
は
児
童
課
へ

　
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
を
行
い
ま
す

　
　
税
務
課
　
資
産
税
係
　
　

　
　
　
　

�
23
‐
7
6
1
5

　
　
税
務
係

�
32
‐
1
9
8
1

　
　
税
務
係

�
37
‐
2
2
1
1

縦
覧

縦
覧
に
供
す
る
も
の

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

縦
覧
期
間

 
４
月
３
日

（月）
〜
５
月
31
日

（水）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　（
市
役
所
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
）

縦
覧
場
所

　
新
城
市
役
所
　
　
税
務
課

●申

●HP

●HP ●em

●対

●内

●問
■本

●時●時 ●所●対●￥

●￥

●問

●申
●問

●申

●em●時●所

●持 ●￥

●申
●問

●講 ●定

●時

●時

●所●他
■鳳
●問

ち

ぎ

り

み

に

こ

ん

か

ん

ま

た

■鳳■作
●問
■本■鳳■作

●問
■本
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鳳
来
総
合
支
所
　
税
務
係

　
作
手
総
合
支
所
　
税
務
係

縦
覧
で
き
る
方
 
 

・
納
税
者
お
よ
び
納
税
者
と
同
居

　
の
親
族

・
納
税
管
理
者

・
納
税
者
の
代
理
人
（
委
任
状

　
が
必
要
で
す
）

縦
覧
時
に
持
参
し
て
い
た
だ
く

も
の
 
 
 

・
印
鑑

・
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
書

　
な
ど
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を

　
証
明
で
き
る
も
の

・
法
人
の
場
合
は
申
請
書
ま
た

　
は
委
任
状
に
代
表
者
印
が
必

　
要
と
な
り
ま
す

閲
覧

閲
覧
に
供
す
る
も
の

　
土
地
・
家
屋
課
税
台
帳
（
自
己
の

　
所
有
ま
た
は
使
用
す
る
資
産
）

閲
覧
期
間

 
通
年

閲
覧
場
所

　
新
城
市
役
所
 
 

税
務
課

　
鳳
来
総
合
支
所
　
税
務
係

　
作
手
総
合
支
所
　
税
務
係

閲
覧
で
き
る
方
 
 

・
固
定
資
産
の
所
有
者
（
固
定

　
資
産
税
を
納
め
て
い
る
方
）

・
土
地
･
家
屋
の
賃
借
権
、
使

　
用
収
益
権
の
あ
る
方

閲
覧
時
に
持
参
し
て
い
た
だ
く
 
 

も
の
 
 
 

・
印
鑑
（
代
理
の
方
は
、
所
有

　
者
が
委
任
の
旨
を
記
し
、
押

　
印
し
た
も
の
、
土
地
･
家
屋

　
の
賃
借
権
、
使
用
収
益
権
の

　
あ
る
方
は
、
そ
れ
を
証
す
る

　
書
類
も
あ
わ
せ
て
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
）

※
な
お
、
固
定
資
産
の
所
有
者

　
に
は
、
所
有
資
産
の
課
税
明

　
細
書
を
４
月
上
旬
に
送
付
す

　
る
予
定
で
す
。

　
　
福
祉
課

�
23
‐
7
6
2
4

　
　
福
祉
健
康
課

　
　
　
　
　

�
32
‐
1
9
8
2

　
　
福
祉
健
康
課

　
　
　
　
　

�
37
‐
2
2
1
1

　
こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
障

害
の
種
類
ご
と
に
異
な
る
法
律

に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
て
い
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
公
費
負
担
医

療
な
ど
を
、
共
通
の
制
度
で
一

元
化
す
る
も
の
で
す
。

主
な
変
更
点
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス

①
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負

　
担
が
、
原
則
１
割
負
担
と
な

　
り
ま
す
。
た
だ
し
、
負
担
が

　
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
所
得

　
に
応
じ
た
月
額
上
限
額
（
P
18
 

　
図
１
）
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
低
所
得
の
方
に
は
、

　
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

　
減
免
措
置
な
ど
の
配
慮
が
さ

　
れ
て
い
ま
す
。

②
施
設
利
用
者
、
グ
ル
ー
プ
ホ

　
ー
ム
入
居
者
の
食
費
、
光
熱

　
水
費
に
つ
い
て
負
担
が
発
生

　
し
ま
す
。

医
療
（
自
立
支
援
医
療
）

①
こ
れ
ま
で
は
障
害
の
種
類
や

　
年
齢
に
よ
り
、
負
担
の
割
合

　
や
計
算
法
が
異
な
っ
て
い
ま

　
し
た
が
、
新
し
い
制
度
で
は

　
自
立
支
援
医
療
に
統
一
さ
れ
、

　
原
則
、
医
療
費
の
１
割
が
自

　
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
た
だ

　
し
、
負
担
が
重
く
な
ら
な
い

　
　
福
祉
課

�
23
‐
7
6
2
4

　
　
介
護
高
齢
課

　
　
　
　
　

�
23
‐
7
6
8
8

　
　
福
祉
健
康
課

　
　
　
　
　

�
32
‐
1
9
8
2

　
　
福
祉
健
康
課

　
　
　
　
　

�
37
‐
2
2
1
1

　
４
月
１
日
か
ら
、
18
年
度
の

各
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成
券
を

交
付
し
ま
す
。
平
成
17
年
度
に

タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
交
付
を
受

け
た
方
は
、
残
券
が
あ
っ
て
も

平
成
18
年
４
月
以
降
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
新
た
に
18
年
度
の

助
成
券
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
助
成
券
は
重
複

し
て
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

障
害
者
タ
ク
シ
ー
助
成
券

対
象
者

①
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
判
定

　
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
１
〜
２
級
の
方

※
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の

　
減
免
を
受
け
て
い
る
方
を
除

　
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

　
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　
手
帳
、
印
鑑

　
本
庁
 

福
祉
課
　

　
各
総
合
支
所
　
健
康
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

対
象
者

①
満
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

　
の
方

②
満
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

　
の
世
帯
で
満
80
歳
以
上
の
方

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

　
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　
の
み
と
同
居
し
て
い
る
満
80

　
歳
以
上
の
方

④
18
歳
未
満
の
方
の
み
と
同
居

　
す
る
満
80
歳
以
上
の
方

※
助
成
の
対
象
世
帯
が
自
家
用

　
車
を
所
有
し
て
い
る
場
合
や

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老

　
人
保
健
施
設
な
ど
に
入
所
し

　
て
い
る
場
合
は
、
対
象
に
な

　
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑

　
本
庁
 

介
護
高
齢
課

　
各
総
合
支
所
　
健
康
福
祉
課

介
護
タ
ク
シ
ー
助
成
券

対
象
者

①
要
介
護
度
4
ま
た
は
5
の
状

　
態
に
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た

　
は
2
級
の
体
幹
お
よ
び
下
肢
障

　
害
で
自
力
歩
行
が
困
難
な
方

※
助
成
対
象
世
帯
が
車
い
す
対

　
応
車
両
を
所
有
し
て
い
た
り
、

　
自
分
で
改
造
車
を
運
転
す
る

　
方
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

　
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

　
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
介
護
保
険
証
、
身
体
障
害
者

　
手
帳
な
ど
対
象
者
で
あ
る
こ

　
と
を
確
認
で
き
る
も
の
、
印

　
鑑

　
本
庁
 

介
護
高
齢
課

　
各
総
合
支
所
　
健
康
福
祉
課

障
害
者
自
立
支
援
法
が

4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

障
害
者
・
高
齢
者
福
祉
・

介
護
タ
ク
シ
ー
の
助
成
券

を
発
行
し
ま
す

た

い

か

ん

か
　
　し

●受

●受●受●問
■本■鳳

■作

■本
●問
■本■鳳■作
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
�
23
‐
7
6
5
4

　
暖
か
い
春
の
日
差
し
の
中
で
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん

か
？

　
市
内
在
住
在
勤
の
方

※
原
則
と
し
て
１
人
１
種
目

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
な
ど
へ

　
加
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　
大
会
種
目
と
日
程

・
総
合
開
会
式
　

４
月
23
日

（日）

　
　
桜
淵
い
こ
い
の
広
場
グ
ラ

　
　
ウ
ン
ド

・
卓
球
　
　
　
　

４
月
16
日

（日）

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

４
月
22
日

（土）

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　

４
月
23
日

（日）

・
軟
式
野
球
　

　

４
月
2
・
9
・
16
・
23
日

（日）

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
壮
　
年

４
月
23
日

（日）

　
　
　
　
シ
ニ
ア

４
月
23
日

（日）

　
　
　
　
一
　
般

４
月
16
日

（日）

・
硬
式
テ
ニ
ス
　
　
４
月
16
日

（日）

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
　
一
　
般
　
４
月
23
日

（日）

　
　
　
　
中
　
学

４
月
29
日

（土）

・
弓
道
　
一
　
般

４
月
23
日

（日）

　
　
　
　
中
　
学
　４
月
8
日

（土）

・
柔
道
　
　
　
　
　
４
月
23
日

（日）

・
日
本
拳
法
　
　
　
４
月
27
日

（木）

・
剣
道
　
　
　
　
　
5
月
28
日

（日）

・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

５
月
28
日

（日）

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
４
月
23
日

（日）

・
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
30
日

（日）

・
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
28
日

（日）

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
　

　
　
　
　
ト
リ
ム
　
５
月
21
日

（日）

　
　
　
　
女
　
性
　
５
月
7
日

（日）

・
ダ
ー
ツ
　
　
　

４
月
23
日

（日）

・
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　

４
月
23
日

（日）

※
日
程
な
ど
は
変
更
す
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
う
所
得
に
応
じ
て
上
限
額

　
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
図
２
）

②
自
立
支
援
医
療
の
対
象
と
な

　
る
現
在
の
医
療
給
付
は
、
身

　
体
障
害
者
更
生
医
療
、
育
成

　
医
療
、
精
神
障
害
者
通
院
医

　
療
費
公
費
負
担
で
す
。
な
お
、

　
現
在
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用

　
し
て
い
る
方
は
、
自
立
支
援

　
医
療
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

障害者福祉サービスの利用者負担上限額

自立支援医療の上限額

（図１）

（図2）

所得区分 対 象 者 月額上限額

生活保護

低所得1

低所得2

一般

　　　　　　　生活保護世帯の方

住民税非課税世帯で障害者または障害児の
保護者の年収が80万円以下の方

住民税非課税世帯で低所得1に該当しない方

　　　　　　住民税課税世帯の方

0円（自己負担なし）

15,000円

24,600円

37,200円

所得区分 対象世帯（世帯とは医療保険加入単位） 月額上限額

生活保護

低所得1

低所得2

中間所得1

中間所得2

一定所得額以上

生活保護世帯

住民税非課税世帯で障害者本人の年収が80万円以下

住民税非課税世帯で低所得1以外

住民税所得割額が2万円未満

住民税所得割額が2万円以上20万円未満

住民税所得割額が20万円以上

0円（自己負担なし）� 

医療費の1割　　2,500円� 

医療費の1割　　5,000円� 

「重度かつ継続」該当
医療費の1割

医療費の1割　5,000円

10,000円

20,000円 公費負担の対象外

※①から③のいずれかに該当すれば、「重度かつ継続」となります。

　①統合失調症、躁うつ病・うつ病、てんかん、認知症などの脳機能障害、薬物関連障害（依存症など）の方②精神医療に

　一定以上の経験を有する医師が判断した方（医師の意見書が必要です）③医療保険の高額療養費の多数該当の方

そう

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
�
23
‐
7
6
5
4

　
教
育
委
員
会
で
は
、
全
国
大

会
な
ど
へ
出
場
さ
れ
る
方
に
、

健
闘
を
た
た
え
、
応
援
す
る
た

め
に
、
激
励
費
を
支
給
し
ま
す
。

　
出
場
の
際
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
　
生
涯
学
習
課

　
　
�
23
‐
7
6
5
3

　
　
鳳
来
教
育
課

　
　
�
32
‐
0
5
1
5

　
　
作
手
教
育
課

　
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
平
成
19
年
の
成
人
式
は
、
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
１
月
７
日

（日）

　
午
後
1
時
30
分

※
会
場
は
、
決
ま
り
次
第
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

　
新
城
図
書
館

　
�
23
‐
2
3
3
3

　

http://w
w

w
.lib

ra
ry.s

h
in

s
h
iro

.a
ic

h
i.jp

/

　
愛
知
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家

の
新
着
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

池
永
　
陽

「
ペ
ダ
ル
の
向
こ
う
へ
」

　
交
通
事
故
で
妻
を
喪
っ
た
男

が
、
義
足
に
な
っ
た
息
子
と
遺

骨
を
持
っ
て
、
妻
の
故
郷
沖
縄

を
目
指
し
て
旅
す
る
物
語

飛
鳥
井
　
千
砂

「
は
る
が
い
っ
た
ら
」

　
離
れ
て
暮
ら
す
弟
と
、
弟
の

入
院
が
き
っ
か
け
で
老
犬
の
介

護
を
引
き
受
け
た
22
歳
の
姉
の

物
語

●問●HP

●時

●時

●対
■本
●問

■鳳■作

■本
●問

■本
●問

い

け

な

が

　

　
よ

う

う
し
な

あ

す

か

い

　

　

　

ち

　

さ
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公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

区
域
が
拡
大
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
「
青
色

回
転
灯
」
を
お
貸
し
し
ま
す

本
宮
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が

県
道
に
移
管
さ
れ
ま
し
た

春
の
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
4
月
6
日
〜
15
日

設
楽
原
歴
史
資
料
館
・

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

の
共
通
券
の
お
知
ら
せ

　
県
新
城
設
楽
建
設
事
務
所

　
�
23
‐
5
1
1
1

　
長
く
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て

き
た
有
料
道
路
、
本
宮
山
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
が
、２
月
１
日

（水）
か
ら
、

県
道
本
宮
山
保
永
線
・
県
道
本

宮
山
白
鳥
線
と
し
て
、
県
が
管

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

森
　
博
嗣

「
100
人
の
森
博
嗣
」

　
ミ
ス
テ
リ
ー
、
絵
本
や
詩
集
、

鉄
道
模
型
の
本
な
ど
マ
ル
チ
な

創
作
を
す
る
氏
の
エ
ッ
セ
イ
集

　
　
下
水
道
課
�
23
‐
7
6
4
4

　
４
月
１
日
か
ら
田
町
川
土
地

区
画
整
理
区
域
、
平
井
字
東
原
、

野
田
字
西
町
屋
敷
、
稲
木
字
仲
野
、

川
田
字
平
・
新
平
・
山
田
平
・

本
宮
道
の
一
部
区
域
で
、
下
水

道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
区
域
に
土
地
・
建
物
を

所
有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
方
は
、

速
や
か
に
排
水
設
備
（
汚
水
を

下
水
道
本
管
へ
導
く
た
め
の
管

な
ど
の
設
備
）
を
設
置
し
て
、

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
接
続
工
事
の
申

し
込
み
は
、
市
の
指
定
工
事
店

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
市
民
安
全
対
策
室

　
　
�
23
‐
7
6
1
1

　
市
で
は
安
全
・
安
心
な
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
地
域
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
に
、
青

色
回
転
灯
な
ど
用
品
の
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
青
色
回
転
灯
は
脱
着
式

で
、
会
員
の
車
両
に
取
り
付
け

て
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

こ
の
貸
し
出
し
に
は
、

①
防
犯
活
動
グ
ル
ー
プ
と
し
て

市
へ
登
録
す
る
②
運
転
に
際
し

警
察
署
実
施
の
講
習
を
受
け
る

③
地
方
運
輸
局
で
指
定
車
両
の

認
定
を
受
け
る
な
ど
の
諸
条
件

が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
市

民
安
全
対
策
室
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
新
城
警
察
署
�
22
‐
0
1
1
0

　
走
り
出
す

　
　
そ
の
足
止
め
て

　
　
　
右
・
左

〜
新
入
学
児
童
・
園
児
を

　
　
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
〜

　
春
の
交
通
安
全
運
動
が
4
月

6
日

（木）
か
ら
15
日

（土）
ま
で
の
10

日
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

お
子
さ
ん
へ
の
交
通
安
全
教
育

○
幼
児
に
対
し
て
は
、
心
身
の

　
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
道
路

　
の
安
全
な
通
行
方
法
な
ど
の

　
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
守

　
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
習
得
さ

　
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
児
童
に
対
し
て
は
、
歩
行
者

　
と
自
転
車
の
利
用
者
と
し
て

　
保
護
者
か
ら
離
れ
て
も
、
自

　
ら
判
断
し
て
安
全
に
道
路
を

　
通
行
で
き
る
た
め
に
必
要
な

　
技
能
と
知
識
を
習
得
さ
せ
る

　
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
、
繰

　
り
返
し
指
導
す
る
こ
と
が
大

　
切
で
す
。

○
新
入
学
児
童
・
園
児
の
い
る

　
ご
家
庭
の
お
父
さ
ん
や
お
母

　
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
と
一
緒

　
に
通
学
（
園
）
路
を
歩
い
て

　
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
そ
の
際
、
必
ず
お
子
さ
ん

　
の
目
の
高
さ
で
危
険
箇
所
を

　
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
大
人

　
の
目
で
は
安
全
に
見
え
る
場

　
所
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
大

　
変
危
険
な
場
所
と
な
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
そ
の
道
路
を
ド

　
ラ
イ
バ
ー
の
視
線
で
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。
新
た
な
危
険

　
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。

○
車
社
会
の
子
ど
も
た
ち
を
安

　
全
に
育
ん
で
い
く
た
め
に
、

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

　
児
童
や
幼
児
の
特
性
を
十
分

　
に
理
解
し
、
思
い
や
り
の
あ

　
る
運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
下
水
道
課

　
　
�
23
‐
7
6
4
4

　
　
水
道
事
業
課

　
　
�
32
‐
1
9
8
8

　
　
水
道
事
業
課

　
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
各
地
区
担

当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
申
請
は
、
４
月
３
日

（月）
か
ら

本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
で
先

着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

●問

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
�
22
‐
0
6
7
3

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　
�
32
‐
0
1
6
2

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
と
長
篠

城
址
史
跡
保
存
館
の
共
通
観
覧

券
が
で
き
ま
し
た
。

共
通
券
観
覧
料

一
般
（
高
校
生
以
上
）

　
個
人
400
円
　
団
体
300
円

共
通
券
小
・
中
学
生

　
個
人
150
円
　
団
体
80
円

※
小
学
３
年
生
以
下
に
つ
い
て
は
、

　
共
通
券
は
あ
り
ま
せ
ん

※
当
日
限
り
有
効
の
た
め
、
資

　
料
館
休
館
日
の
月
曜
日
、
保

　
存
館
休
館
日
の
火
曜
日
は
販

　
売
し
ま
せ
ん

通
常
時
の
観
覧
料

一
般（
高
校
生
以
上
）

　
個
人
300
円
　
団
体
200
円

小
・
中
学
生

　
個
人
100
円
　
団
体
50
円

※
小
学
３
年
生
以
下
は
無
料

一
般
（
高
校
生
以
上
）

　
個
人
210
円
　
団
体
160
円

小
・
中
学
生

　
個
人
100
円
　
団
体
50
円

※
団
体
は
20
人
以
上

設
楽
原
歴
史
資
料
館

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

は
ぐ
く

●問

●問

■鳳

■作

■本
●問

■本
●問

■本
●問

も
り
　
　

ひ
ろ

し
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今
ま
で
お
知
ら
せ
し
て
き
た
、

乳
幼
児
健
診
と
予
防
接
種
の
日
程

は
、
個
人
あ
て
に
通
知
書
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
月
号
か

ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
し
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
教
室
・
検
診
な
ど
は
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
と

き
に
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ぱ
ん
だ
（
2
歳
児
）
教
室

 
（
要
申
込
）

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
15
年
１
月
〜
３
月
ま
で

　
の
出
生
児
と
親

10
組
程
度

 
４
月
20
日

（木）
・
27
日

（木）

 
（
２
日
で
１
コ
ー
ス
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
講
話
、
親
子
遊
び
、
手
作
り

　
お
や
つ
、
歯
み
が
き
指
導

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室
（
要
申
込
）

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
4
月
20
日

（木）
・
5
月
18
日

（木）
　

　
6
月
15
日

（木）

　
（
３
日
で
１
コ
ー
ス
）

　
午
後
1
時
15
分
〜
4
時

　
講
話
、
妊
婦
体
操
、
沐
浴
実
習

　
母
子
健
康
手
帳
ほ
か

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

�
23
‐
8
5
5
1

大
腸
が
ん
検
診

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
４
月
３
日

（月）
〜
19
年
２
月
23

　
日

（金）

 
自
宅
で
２
日
間
便
を
と
り
、

 
潜
血
反
応
を
調
べ
ま
す
。

 
300
円

※
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
で
容
器

　
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）
　

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
４
月
13
日

（木）

　
胃
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・
子

　
宮
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が

　
ん

　
胃
が
ん
700
円
・
前
立
腺
が
ん

　
400
円
・
子
宮
が
ん
600
円
・
大

　
腸
が
ん
300
円
・
乳
が
ん

1000
円

※
前
立
腺
が
ん
は
胃
が
ん
と
セ

　
ッ
ト
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

�
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

�
37
‐
2
8
3
9

児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者

　
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
18

歳
以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の

児
童
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
と

き
は
、
20
歳
未
満
）
を
監
護
し

て
い
る
母
ま
た
は
養
育
し
て
い

る
方
。

�
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

�
父
が
死
亡
し
た
児
童

�
父
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童

�
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

　
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

�
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘

　
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

�
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ

　
た
児
童

�
父
・
母
と
も
行
方
不
明
な
ど

　
で
あ
る
児
童
　

所
得
制
限

　
受
給
資
格
者
お
よ
び
同
居
の

親
族
な
ど
の
前
年
（
６
月
分
の
申

請
ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一

定
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手
当

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停

止
さ
れ
ま
す
。
全
部
ま
た
は
一

部
が
支
給
停
止
さ
れ
る
場
合
で

も
、
受
給
資
格
は
取
得
で
き
ま

す
の
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

愛
知
県
遺
児
手
当

受
給
資
格
者

　
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
18

歳
以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童

を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方
。

�
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

�
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

�
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

　
に
あ
る
児
童

�
父
ま
た
は
母
に
引
き
続
き
１

　
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

�
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１

　
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

�
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ

　
た
児
童

�
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１

　
年
以
上
行
方
不
明
な
ど
で
あ

　
る
児
童

所
得
制
限

　
受
給
資
格
者
お
よ
び
同
居
の

親
族
な
ど
の
前
年
（
７
月
分
の
申

請
ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一

定
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

新
城
市
遺
児
手
当

受
給
資
格
者

　
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
18

歳
以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童

を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方
。

�
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

�
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

　
麻
し
ん
と
風
し
ん
を
単
独
で

そ
れ
ぞ
れ
接
種
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

予
防
接
種
法
改
正
の
た
め
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
Ｍ

Ｒ
）
を
２
回
接
種
す
る
方
法
に

な
り
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
、
個
人
あ
て

に
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
到
着
後
は
す
み
や
か
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
　
�
23
‐
7
6
2
4
　
　
福
祉
健
康
課
�
32
‐
1
9
8
2

児
童
課
　
�
23
‐
7
6
2
2
　
　
福
祉
健
康
課
�
37
‐
2
2
1
1

い
　
き

こ
う

き
ん

●問●問●問

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●所●時●￥●￥

●対

●時●時●持 ●内

●時 ●内●内

●内

■本 ■本

■鳳■作
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「
庭
野
の
お
薬
師
さ
ま
」

の
名
で
親
し
ま
れ
て
い

る
薬
師
如
来
坐
像
の
ご

開
帳
が
、
春
の
大
祭
に

あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

「
お
薬
師
さ
ま
」
は
、

国
指
定
重
要
文
化
財
で
、

平
安
時
代
末
期
の
嘉
応

3
（
１
１
７
１
）
年
仏
師

頼
与
の
作
。

　
と
く
に
眼
病
を
治
す

御
利
益
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
２
日

（日）

　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

　
市
庭
野
字
大
脇

　
薬
師
堂

設楽原歴史資料館
�22‐0673

新城橋

庭野交差点

薬師如来坐像

至南部企業団地
庭野大脇地区

豊川

桜淵 至
日
吉

至
一
鍬
田

児 童 扶 養 手 当

愛知県遺児手当

新城市遺児手当

区　　分�　　全額支給される方� 一部支給される方

児童1人のとき

児童2人のとき

児童3人以上

月額41,880円

月額46,880円

月額41,870円～9,880円

月額46,870円～14,880円

3人目からは1人増すごとに3,000円追加

支給開始1～3年目　　児童１人につき月額4,500円
支給開始4～5年目　　児童一人につき月額2,250円
支給開始6年目～　　 支給対象外

児童1人につき月額2,000円

※金額は改定されることがあります

�
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
に

　
あ
る
児
童

�
遺
棄
や
拘
禁
な
ど
で
、
右
の

　
項
目
に
準
ず
る
状
態
の
児
童

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者

　
身
体
、
知
的
発
達
ま
た
は
精

神
に
中
度
・
重
度
の
障
害
（
ま
た

は
病
状
）
を
有
す
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る

方
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
受
給
資
格
が
あ
り
ま
す
。

手
当
月
額
（
児
童
１
人
に
つ
き
）

・
１
級
（
手
当
の
等
級
）
該
当

　
　
　
　
　
　

５
万
９
０
０
円

・
２
級
（
手
当
の
等
級
）
該
当

　
　
　
　
　

３
万
３,
９
０
０
円

所
得
制
限

　
受
給
資
格
者
お
よ
び
同
居
の

親
族
な
ど
の
前
年
（
６
月
分
の
申

請
ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一

定
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手
当

が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。
支
給

停
止
さ
れ
る
場
合
で
も
、
受
給

資
格
は
取
得
で
き
ま
す
の
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
種
手
当
は
、
状
況
に
よ
り

　
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。
詳
し
く
は
児
童
課
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

　
特
別
障
害
者
手
当
は
、
20
歳

以
上
の
障
害
者
で
、
重
複
し
た

重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
在
宅
の
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

▽
手
当
額

　
国
の
手
当
…
月
額
２
６，
５
２
０
円

加
算
額
（
県
の
制
度
で
国
の
手
当

に
次
の
と
お
り
加
算
さ
れ
ま
す
）

①
身
体
１
〜
２
級
の
障
害
を
有

　
し
、
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方
…
…

　
月
額
７，
０
９
０
円

②
身
体
１
〜
２
級
の
方
ま
た
は

　
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方
…
…
…
…

　
月
額
１，
０
９
０
円

　
ま
た
、
20
歳
未
満
で
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
方
に
は
、
障
害
児
福
祉
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
手
当
額

　
国
の
手
当
…
１
４，
４
３
０
円

加
算
額
（
県
の
制
度
で
国
の
手
当

に
次
の
と
お
り
加
算
さ
れ
ま
す
）

①
身
体
１
〜
２
級
の
障
害
を
有

　
し
、
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方
…
…

　
月
額
７，
１
６
０
円

②
身
体
１
〜
２
級
の
方
ま
た
は

　
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方
…
…
…
…

　
月
額
１，
１
６
０
円

　
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す

　
る
方
へ
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

　
し
て
い
る
と
き

�
病
院
な
ど
に
、
継
続
し
て
３

　
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

　
る
と
き
（
特
別
障
害
者
手
当
）

�
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年

　
金
給
付
を
受
け
て
い
る
と
き（
障

　
害
児
福
祉
手
当
）

�
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き

愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当

▽
手
当
額

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級

　
で
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方
…
…
…

　
月
額
１
６，
１
０
０
円

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級

　
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方
…

　
月
額
７，
０
０
０
円

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
で
Ｉ
Ｑ

　
50
以
下
の
方
…
…
…
…
…
…

　
月
額
７，
０
０
０
円

　
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す

　
る
方
へ
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

�
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

　
し
て
い
る
と
き

�
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き

�
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

　
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
と
き

新
城
市
障
害
者
手
当

▽
手
当
額

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級

　
の
方
、
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方
ま

　
た
は
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳

　
１
級
の
方
…
月
額
２，
８
０
０
円

②
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
方
、

　
Ｉ
Ｑ
36
〜
50
の
方
ま
た
は
精

　
神
障
害
者
福
祉
手
帳
２
級
の
方

　
…
月
額
２，
４
０
０
円

③
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
方
 

　
…
月
額
１，
２
０
０
円

④
身
体
障
害
者
手
帳
５
〜
６
級

　
の
方
、
Ｉ
Ｑ
51
〜
75
の
方
ま

　
た
は
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳

　
３
級
の
方
…
月
額
１，
０
０
０
円

　
た
だ
し
、
施
設
（
身
体
障
害

者
更
生
施
設
、
知
的
障
害
者
更

生
施
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
）
入
所
者
、
特
別
障

害
者
手
当
受
給
者
、
障
害
児
福

祉
手
当
受
給
者
へ
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

やく し にょらい

ご

り

や

く

●所 ●時

●問
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4
月
16
日

（日）
、
新
城
文
化
会

館
は
な
の
き
広
場
で
、
「
市
民

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

が
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
暮
ら
し
と

環
境
を
考
え
る
会
〜
り
さ
い
く
る

21
〜
」
の
主
催
で
開
か
れ
ま
す
。

（
雨
天
時
は
市
民
体
育
館
競
技
場
）

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
今
回

で
50
回
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
午

前
9
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で
延
長

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
記

念
イ
ベ
ン
ト
「
地
産
地
消
と
ス
ロ

ー
フ
ー
ド
を
考
え
る
」
と
「
私
の

環
境
宣
言
の
木
を
創
ろ
う
」
を
行

い
ま
す
。

内
容

「
地
産
地
消
と
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を

考
え
る
」
…
地
元
特
産
品
「
八
名

丸
」
を
使
用
し
た
ミ
ニ
お
は
ぎ
試

食
コ
ー
ナ
ー
、
こ
だ
わ
り
有
機
野

菜
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

「
私
の
環
境
宣
言
の
木
を
創
ろ
う
」

　
葉
の
形
を
し
た
用
紙
に
自
分
の

で
き
る
環
境
の
取
り
組
み
を
記
入

し
、
飾
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ご
み
の

減
量
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
4
年
度
、
市
が
公
募
し

た
「
し
ん
し
ろ
女
性
21
会
議
」

メ
ン
バ
ー
の
「
暮
ら
し
と
環
境

を
考
え
る
部
会
」
が
主
体
と
な

り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

【
Ｒ
Ｒ
Ｒ
認
定
】

ユ
ニ
ー
新
城
店（
百
貨
小
売
＝
的
場
）

・
買
い
物
袋
持
参
運
動
の
展
開

・
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

日
野
屋
商
店
（
酒
蔵
＝
本
町
）

・
生
き
び
ん
の
再
使
用

・
酒
粕
の
再
利
用
な
ど

寝
具
の
夏
目
（
寝
具
＝
富
沢
）

・
古
綿
再
生
の
取
り
組
み

・
古
綿
を
畑
肥
料
と
し
て
還
元
な
ど

【
Ｒ
Ｒ
認
定
】

マ
ル
ブ
ン
（
衣
料
品
＝
栄
町
）

・
販
売
し
た
商
品
の
修
理

・
商
品
の
切
れ
端
を
リ
サ
イ
ク
ル

【
Ｒ
認
定
】

岡
田
屋
電
機
商
会
（
家
電
＝
中
町
）

・
充
電
式
電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
市
で
は
、
引
き
続
き
認
定
販
売

店
と
そ
の
審
査
を
行
う
認
定
審
査

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
物

愛
犬
手
帳
・
通
知
の
は
が
き
・
料
金

（
新
規
登
録
の
方
に
は
愛
犬
手
帳
・
鑑
札
を
交
付
し
ま
す
）

料
金

予
防
注
射
の
み
　
　
　
　
　
　
　
１
匹
　
3,
3
0
0
円

新
規
登
録
と
予
防
注
射
　
　
　
　
１
匹
　
6,
3
0
0
円

（
新
規
登
録
は
１
匹
に
つ
き
3,
0
0
0
円
）

譲
り
た
い
も
の

�
子
ど
も
用
す
べ
り
台

　
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

�
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド

�
車
い
す

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ

て
ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、

①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話
番

号
を
本
庁
環
境
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

本
庁
・
環
境
課
　
�
23
‐
7
6
2
9

鳳
来
総
合
支
所
・
生
活
環
境
課
　

　
　
　
　
　
　
　
�
32
‐
1
9
8
7

作
手
総
合
支
所
・
生
活
環
境
課
　

　
　
　
　
　
　
　
�
37
‐
2
2
1
1

市民リサイクルフリーマーケット

　
平
成
18
年
度
の
犬
の
新
規
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
最
寄
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
都
合
の
つ
か
な
い
方
へ
】

　
動
物
病
院
で
も
狂
犬
病
予
防
注
射
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

さ
け
か
す
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門谷・旧高校寄宿舎前

玖老勢コミュニティプラザ

大石公会堂

海老構造改善センター

川売集会所

連合・第3分団第3部詰所

四谷･大代旧自転車置場

須山集会所

源氏お寺

恩原・三和太屋

大輪・光輪寺

愛郷公民館

上島田三叉路

中島田神社前

塩瀬公民館

布里生活改善センター

西公会堂

本郷構造改善センター

定国老人憩の家

下吉田公民館

山吉田トレーニングセンター

新戸公民館

竹ノ輪公民館

多利野バス停

黄柳野公民館

和田公民館

戸津呂バス停

見代公民館

田代消防詰所

農協南部出張所

東高松新島川橋

大和田公民館

赤羽根石原政嗣宅前

須山老人憩の家

市場集会所

鴨ヶ谷消防詰所

相寺老人憩の家

川合ごみ集積所前

野郷バス停

岩波吉祥院

東田原公民館

西田原公民館

西田原権田理吉宅前

中河内老人憩の家

中河内権田清宅前

黒瀬消防詰所

善夫斎藤孝子宅前

上木和田

下木和田

農協北部出張所

守義バス車庫前

小滝松井茂宅前

作手総合支所前

浅下集会所

寺林公民館

睦平公民館

細川公民館

巣山公民館

旧農協一色出張所

阿寺公民館

大野・中央集会所

引地公民館

井代公民館

湯谷温泉駅前

能登瀬公民館

三河槙原駅前

名越公民館

柿平鈴木氏宅前

名号集会所

三河川合駅前

池場国民運動場入口

蔵平公会堂

小川公会堂

栗衣公会堂

大平・第4分団第4部詰所

本久集会所

吉村老人憩の家

岡・大草公会堂

鳳来総合支所車庫前

中宇利集落センター

富岡ふるさと会館

黒田公民館

庭野公民館

一鍬田公民館

富永川上公会堂

須長公民館

大海公民館

有海勤労者センター

川路公民館

平井公民館

稲木公民館

川田原公民館

川田公民館

市場台西公園

野田公民館

今出平公民館

杉山萬福寺前

吉川公民館

塩沢構造改善センター

市民体育館駐車場

10:00～10:10

10:20～11:00

11:10～11:20

11:30～12:00

13:15～13:25

13:35～13:50

14:00～14:10

14:25～14:35

10:00～10:10

10:20～10:30

10:40～10:50

11:00～11:10

11:20～11:25

11:30～11:35

11:50～12:00

13:10～13:30

13:50～14:10

14:20～14:30

10:00～10:20

10:30～11:00

11:10～11:30

11:40～11:50

13:00～13:10

13:20～13:30

13:40～13:50

　9:30～　9:40

　9:50～　9:55

10:05～10:15

10:35～10:45

10:55～11:05

11:20～11:25

11:35～11:45

12:00～12:10

13:10～13:25

13:30～14:00

14:10～14:20

14:30～14:40

14:50～15:00

15:10～15:20

　9:30～ 9:40

　9:45～ 9:55

10:00～10:10

10:20～10:30

10:40～10:50

11:00～11:10

11:20～11:30

11:40～11:50

13:10～13:15

13:20～13:30

13:40～14:00

14:10～14:20

14:30～14:40

15:00～15:30

　9:30～ 9:50

10:00～10:10

10:20～10:30

10:35～10:45

11:00～11:10

11:20～11:30

11:50～12:00

13:20～14:00

10:00～10:10

10:20～10:35

10:45～10:55

11:05～11:20

11:30～11:40

11:50～12:00

13:00～13:10

13:20～13:30

13:40～13:55

14:05～14:15

10:00～10:10

10:20～10:35

10:45～11:55

11:00～11:10

11:25～11:35

11:50～12:00

13:15～13:30

13:40～14:10

　9：20～ 9：50

10：00～11：00

11：10～11：50

13：00～13：30

13：40～14：10

　9：00～ 9：30

　9：40～10：20

10：30～11：10

11：20～11：50

13：00～13：30

13：40～14：30

　9：00～ 9：30

　9：40～10：10

10：20～10：50

11：00～11：30

11：40～12：10

13：10～13：40

13：50～14：30

　9：30～10：00

10：10～10：40

10：50～11：30

月　　日�　　 　　会　　　　場� 　　実 施 時 間 月　　日�　　 　　会　　　　場� 　　実 施 時 間

4月12日
(水)

鳳　来

4月13日
(木)

鳳　来

4月14日
(金)

鳳　来

4月17日
(月)

作　手

4月18日
(火)

作　手

4月27日
(木)

新　城

4月26日
(水)

新　城

4月25日
(火)

新　城

4月24日
(月)

新　城

4月19日
(水)

鳳　来

4月20日
(木)

鳳　来

4月21日
(金)

鳳　来

問い合わせ

本庁 環境課　　　　　　　　�23－7629

鳳来総合支所 生活環境課　　�32－1987

作手総合支所 生活環境課　　�37－2211
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消
防
署
で
は
、
1
1
9
番
通
報
が
困
難

な
障
害
の
あ
る
方（
聴
覚
お
よ
び
音
声
言
語
）

の
緊
急
通
報
の
補
助
手
段
と
し
て
、
ご
家

庭
な
ど
の
電
話
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
携
帯
電
話

な
ど
の
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
、
1
1

9
番
通
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
で
、
1
1
9
番
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
1
1
9
番
メ
ー
ル
の
利
用
を
ご
検

討
の
方
や
詳
し
い
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、

消
防
署
、
ま
た
は
市
役
所
福
祉
課
・
各
総

合
支
所
福
祉
健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
使
い
方

な
ど
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
署
通
信
係

　
　
　
　
　
　
�
22
‐
2
4
3
1

　
　
　
　
　
　
�
22
‐
1
1
1
9

　tsu
sh

in
sh

ire
i@

city.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
16
年
4
月
に
作
手
地
区

と
鳳
来
地
区
で
大
規
模
な
山
火
事
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
全
国
的
な
統
計
で
は
、
山
火
事
は
7
割

が
冬
か
ら
春
（
12
月
か
ら
4
月
）
に
か
け

て
集
中
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
季
節
風
が

吹
く
日
が
多
く
、
さ
ら
に
山
林
内
に
落
葉

が
積
も
り
、
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
い

自
然
条
件
が
重
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
春
先
は
、
行
楽
や
山
菜
採
り
に

山
に
入
る
人
が
増
加
す
る
ほ
か
、
農
作
業

で
枯
草
焼
き
を
行
い
、
山
林
に
飛
火
す
る

な
ど
の
要
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
一
人
ひ
と
り
が

防
火
意
識
を
高
め
、
山
火
事
の
防
止
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ　消防署　�22‐1119

　
現
在
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
メ

ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
の
、
地
域
防
犯
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
で
、
新
た
に
消
火
器
の

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
の
情
報
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
隣
接
す
る
市

や
町
、
市
内
に
発
生
し
た
悪
質
な
訪

問
販
売
の
情
報
を
い
ち
早
く
皆
さ
ん

に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
に
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」

「
誰
が
」
と
い
っ
た
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

市
消
防
本
部
総
務
課
予
防
係

�
22
‐
1
7
4
6

　
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
新
城
ま
ち
な
み
情

報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
�
24
‐
0
0
0
1
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

作手地区林野火災現場

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

●HPhttp://w
w

w
2.city.shinshiro.aichi.jp/

だ
れ

●em
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4 5 6 7 8 9 10  11 12 1 2 3

市 　 県 　 民 　 税

固　定　資　産　税
都　市　計　画　税�

軽　自　動　車　税�
 

国 民 健 康 保 険 税�
 
上 下 水 道 料 金 �
簡 易 水 道 料 金 �

農業集落排水使用料�
 

下水道事業受益者負担金�
 

市 営 住 宅 使 用 料
 

し 尿 汲 取 手 数 料
 

介　護　保　険　料
 

保 育 園 保 育 料

農業共済掛金�　　　
水稲

家畜・園芸

月税目等

全期

１期

１回作

2期 3期 4期 5期 6期

１期 2期

2期

2期

2期

3期

3期

3期

3期

4期

4期

4期

4期

5期 6期

１期

全期
１期

全期
１期

4月期

（3・4月分）
6月期

（5・6月分）
8月期

（7・8月分）

10月期

（9・10月分）

12月期

（11・12月分）
2月期

4月期 6月期 8月期 10月期 12月期 2月期

（1・2月分）

１期

（3・4月分）

2期

（5・6月分）

（5・6月分）

3期

（7・8月分）

（7・8月分）

4期

（9・10月分）

（9・10月分）

5期
（11・12月分）

（11・12月分）

6期

（1・2月分）

（1・2月分）（3・4月分）

5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 3月分4月分

5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 3月分4月分

※加入者ごとに納期限が異なりますので、係から送付される納付書をご覧ください。

18.5.1 18.5.31 18.6.30 18.7.31 18.8.31 18.10.2 18.11.30 18.12.25 19.1.31 19.2.28 19.4.2
（月） （水） （金） （月） （木） （月） （木）

18.10.31
（火） （月） （水） （水） （月）

納 期 限

口座振替をご希望の方は、税務課または各総合支所税務窓口、金融機関へお問い合わせください。�            

◎平成18年度から集合税（鳳来地区）は、各税（市県民税・固定資産税・国民健康保険税）ごとの納税となります。納期限についても、

　それぞれの税ごとに異なります。すでに集合税として口座振替の申し込みをされている方は、各税（市県民税・固定資産税・国民健康

　保険税）ごとの振り替えとなりますので、新たに申し込む必要はありません。�  

　
新
城
に
は
、
数
多
く
の
文
化
遺
産
が

存
在
し
ま
す
。
新
市
発
足
に
伴
い
、
私

た
ち
の
ま
ち
に
も
先
人
た
ち
が
残
し
て

く
れ
た
貴
重
な
宝
物
が
増
え
ま
し
た
。

　
今
月
号
か
ら
、
わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・

施
設
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

新
城
市
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
平
成
８
年
４
月
に
開
館
し
、
日
本
一

の
数
を
誇
る
火
縄
銃
を
展
示
し
、
火
縄

銃
の
歴
史
と
設
楽
原
の
戦
い
関
係
資
料

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
開

国
の
基
と
な
っ
た
幕
末
の
日
米
修
好
通

商
条
約
調
印
の
立
役
者
で
あ
る
岩
瀬
忠

震
ゆ
か
り
の
品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
在
地
　
竹
広
字
信
玄
原

５５２

開
　
館
 

午
前
９
時
〜
午
後
5
時
30
分

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日

　
　
　
　
の
時
は
翌
日
）
・
年
末
年
始

観
覧
料
 

19
ペ
ー
ジ
最
下
段
の
と
お
り

＊
お
知
ら
せ

　
平
成
18
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
１
年
間
何
度
で
も
入
館
が
で
き
、

資
料
館
の
研
究
紀
要
・
活
動
情
報
な
ど

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
一
般
会
員
 

　
　
１,
０
０
０
円

　
小
中
学
生
会
員
　
　

５
０
０
円

資
料
館
開
館
10
周
年
記
念
行
事

　
開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
、
設
楽
原

歴
史
資
料
館
開
館
10
周
年
記
念
行
事
を

開
催
し
ま
す
。

　
４
月
29
日

（祝）

　
午
前
９
時
40
分
〜
正
午

　
資
料
館
研
修
室
・
駐
車
場

内
容

・
記
念
講
演
会
（
入
場
無
料
）

講
師

　
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館

　
　
主
幹
学
芸
員
　
西
村
英
之

氏

「
博
物
館
資
料
に
見
る
橋
本
左
内
」

・
開
館
記
念
式
典

・
覇
城
太
鼓
（
川
路
）
の
上
演

・
火
縄
銃
（
長
篠
・
設
楽
原
鉄
砲
隊
）

　
の
演
舞

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
　�
22
‐
0
6
7
3

①

●問 ●時●所
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2月届出分
2月1日～28日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

ア
カ
ヤ
シ
オ
（
ツ
ツ
ジ
科
）

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

17年 23

15

－8

0

0

0

35

19

－16

35

19

－16

101

105

4

48

40

－8

0

2

2

68

53

－15

68

55

－13

202

219

17

18年

増減

17年

18年

増減

分

2月中

累計
2月末
現在

永
冨
　
翔
大

上

浦

　
誠

前
原
　
美
胡

�
泉
さ
く
ら

坂
田
　
愛
優

米
山
　
桧
二

近
藤
　
実
家

請
井
　
功
季

ペ
リ
シ
ニ
　
サ
ブ
リ
ナ

松
尾
　
柚
葉

杉
木
　
謙
太

梶
原
　
　
陸

小
嶋
　
美
桜

�
井
　
伶
華

伊
藤
　
匡
輝

中
村
　
朱
那

小
笠
原
塔
子

加
藤
　
夢
々

青
木
　
陽
菜

本
多
優
希
子

男男女女女男男男女女男男女女男女女女女女

利
幸
　

友
洋
　

一
元
　

智
彰
　

幸
治

裕
史
　

由
紀
夫

貴
永
　

エ
リ
ア
ス

幸
徳
　

好
幸

隆
志

晋
介
　

佳
則
　

松
栄
　

紘
基

雅
一

康
範
　

義
久

哲
男
　

川
田
原

杉
山
　

石
田
　

杉
山
　

川
田
原

大
野
田

西
新
町

平
井
　

的
場
　

川
路
　

石
田

東
新
町

大
野
田

川
田
　

野
田
　

富
岡
中
部

門
谷

大
海
　

只
持
　

富
永
　

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

健 康 相 談

母 乳 相 談

す こ や か 相 談

能 登 瀬 い き い き 広 場

出 張 す こ や か 相 談

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

新城保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター

作手開発センター

行 政 課

しんしろ福祉会館相談室

勤労青少年ホーム

東 庁 舎 会 議 室

市民体育館第１会議室

勤労青少年ホーム

鳳来総合支所2階・第2会議室

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

東部高齢者生きがいセンター

玖 老 勢 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ

毎週月～金曜日　（要予約）

4/3（月）　午前9時～11時　（要予約）

4/3（月）　午前9時～11時　（要予約）

4/18（火）　午前9時30分～10時30分　

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

4/11（火）　午前9時～11時　

4/12（水）、26（水）午後1時～4時（要予約 4/1～予約受付）

4/7（金）、21（金）　午後1時～4時

4/5（水）、19（水）　午後1時～4時

4/10（月）　午後1時～4時

4/13（木）、27（木）　午前10時～午後2時

4/14（金）、28（金）　午後1時～4時

4/18（火）　午後1時～4時

4/11（火）　午後1時～4時

4/25（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

4/1（土）、15（土）　午前9時～正午　（要予約）

4/8（土）　午前9時～正午　（要予約）

毎週土曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

毎週月曜日　午前9時30分　（健康手帳持参）

4/20（木）　午後2時30分（要予約、母子健康手帳持参）

4/26（水）　午前9時30分　（母子健康手帳持参）

4/27（木）　午前10時　（健康手帳持参）

4/12（水）　午前10時　（母子健康手帳持参）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

指 導 室

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 観 光 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

�23-7366

�23-8551

�23-7652

�22-4076

�23-5618

�32-0553

�38-1481

�0120-874-412

�23-5618

�23-7634

�23-7628

�23-7625

�23-7640

�24-0001

�32-2811

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　　と こ ろ � 　　　申し込み・問い合わせ�

※

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

撮影／鳳来寺山自然科学博物館

鳳
来
寺
山
で
4
月
の
下
旬
に
、
奥
の
院
付
近

か
ら
山
頂
に
か
け
て
見
ら
れ
ま
す
。

し
ょ
う
た

ま
こ
と

み
　
　
こ

ま

ひ

ろ

か

い

じ

さ
ね
い
え

こ

う

き

ゆ

ず

は

け

ん

た

り

く

み

さ

れ

い

か

ま

さ

き

あ

や

な

と

う

こ

ゆ

ゆ

ひ

な

ゆ

き

こ
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夜間緊急医輪番表（午後7時～11時）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

今 泉 病 院

中 村 医 院

さ く ら 眼 科

石川整形外科クリニック

緑 が 丘 診 療 所

あ いきょうクリニック

今 泉 医 院

茶 臼 山 厚 生 病 院

ほ うら い ク リ ニ ッ ク

おさだファミリークリニック

皮フ科 新 栄クリニック

春 日 眼 科

内 山 医 院

西新町内科整形外科外科医院

星 野 病 院

村 松 内 科

森 下 医 院

中 村 医 院

ほ うら い ク リ ニ ッ ク

村 松 内 科

高 木 内 科 医 院

宮 本 病 院

高 木 内 科 医 院

ち さ と 医 院

静 巌 堂 医 院

な が し の クリ ニ ック

荻 野 医 院

織 田 医 院

静 巌 堂 医 院

ち さ と 医 院

（ 栄 町 ）

（ 的 　 場 ）

（ 上 平 井 ）

（ 平 　 井 ）

（ 緑 が 丘 ）

（ 大 野 田 ）

（ 玖 老 勢 ）

（ 富 　 沢 ）

（ 大 　 野 ）

（ 本 　 町 ）

（ 平 　 井 ）

（ 杉 　 山 ）

（ 平 　 井 ）

（ 東 新 町 ）

（ 大 　 野 ）

（ 東 新 町 ）

（ 布 　 里 ）

（ 的 　 場 ）

（ 大 　 野 ）

（ 東 新 町 ）

（ 栄 　 町 ）

（ 海 　 老 ）

（ 栄 　 町 ）

（ 杉 　 山 ）

（ 副 　 川 ）

（長 篠）

（ 長 　 篠 ）

（ 下 吉 田 ）

（ 副 　 川 ）

（ 杉 　 山 ）

22-1150

22-2863

22-4100

24-6500

24-4026

24-1777

35-1003

22-2266

32-1026

23-7772

24-6022

24-3222

24-1212

22-0372

32-1515

22-0026

36-0002

22-2863

32-1026

22-0026

22-2861

35-0811

22-2861

23-4321

35-0022

32-3223

32-0020

34-0021

35-0022

23-4321

外来のみで、午後7時から11時までですので受診を希望される方は、
容態を事前に連絡してお越しください。また、緊急医は都合で変わる
ことがあります。

夜間緊急医

　皆さんからの医療機関の問い合わせに対し、

県救急医療情報センターが、365日24時間

体制で、最寄の医療機関を案内しています。

　なお、インターネットで直接検索するこ

ともできます。

救急医療センター　　�22－1133

http：／／www．qq．pref．aichi．jp／

　午後11時から翌朝午前8時までと休日診

療所診療時間外は、新城市民病院で対応し

ます。

問い合わせ　新城市民病院　�22－2171

　くすり・医療用品などに関する緊急の相談・

質問など。

問い合わせ　新城薬剤師会

　　　開設時間　午後9時～翌朝午前9時

　　　� 090－5007－1200

　　医科・歯科を開設しています。

診療時間

　　医科（午前9時30分～午後4時30分）

　　歯科（午前9時～正午）

開 設 日

　　4月　2日（日）・ 9日（日）・16日（日）

　　　　23日（日）・29日（土）・30日（日）

開設場所

　　新城市矢部字上ノ川1番地8

　　新城休日診療所　�23－3665

　診療は医科・歯科ともに外来のみです。

　利用されるときは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

県救急医療情報システム

休　日　診　療　所

深　夜　な　ど　の　対　応

く　す　り　安　心　電　話
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至
鳳
来
寺
山

鳳来寺
小学校

●寒
狭
川

玖老勢交差点

長楽交差点

至海老

至大海

至愛郷

257

至
中
宇
利

至
豊
橋

至
桜
淵

八名
中学校 ●

至三ヶ日

一鍬田交差点

庭野交差点

富岡交差点

南部企業団地

豊川 新城橋

301

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
内
に
あ
る
26
の
小
・
中
学
校
の
特
色
あ
る
活
動
・
行
事
な
ど
を
、

毎
回
2
校
ず
つ
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
鳳
来
寺
小
学
校
と
八
名
中
学
校
で
す
。

 

三
世
代
で
、
学
校
茶
畑
の

お
茶
摘
み
、
給
食
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
学
年
ご
と
に
、
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
し
た

り
、
く
る
み
荘
を
訪
問
し
た

り
し
て
、
お
年
寄
り
と
交
流

を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
読
み
聞
か
せ
や
、

川
遊
び
・
き
の
こ
狩
り
な
ど

季
節
を
楽
し
む
活
動
、
生
活

科
・
総
合
的
な
学
習
な
ど
で

も
、
地
元
の
方
の
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
の
優
し
い
目
配

り
、
声
か
け
を
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
は
優
し
い
心
を

育
く
ん
で
い
ま
す
。

ヒューマンＧＧ交歓会
　市グラウンドゴルフ協会、南部体育振興会の協力を

得て、生徒と保護者、教員がペアを組んで、全校でプレ

ーします。親子で励まし合ったり、ホールインワンを讃え

合ったり、ほほえましい姿が見られます。

ＳＵＮフラワー運動
　1・2・3年生の3人一組で

花を育て、鉢を交換（リレー）

し合うことで、心の交流を図

っています。育てた花は保

育園や幼稚園、小学校、寿

楽荘などへお届けし、ＳＵＮ

フラワーの輪を地域にも広

げています。

恵まれた自然、地域の優しさの中で

�          豊かな心が育ちます

恵まれた自然、地域の優しさの中で

�          豊かな心が育ちます

「夢中・熱中・八名中」は

18年度八名中学校の合言葉です。

生徒数162人、各学年2クラス。

教育目標

「人が好き・花が好き・土が好き」

のもと、八名中独自の活動を展開

しています。




